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「 ぴかぴかの 1年生」

今月の読者プレゼント①

　今月の読者プレゼントは、3 ページでご紹介

しています有限会社加治木水産さんから

「佃煮ちりめん」を５名にプレゼント！

　33 ページの「お便り」ハガキを使って、ご

応募ください。お待ちしています！

　４月 6 日、市内の各市

立小、中学校で入学式が

行われ、色とりどりの花

が新入生を出迎えました。

　今年は小学校 309 人、

中学校 279 人が入学し、

新しい学校生活がスター

トしました。
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志 布 志 市 民 憲 章

私たち志布志市民は

し　　自然に親しみ、ふるさとを愛し

ぶ　　文化の香り高い先人の叡
え い ち

智に学び

し　　幸せと平和を求め

“こころざし” あふれるまちを創ります

※前文を省略して記載しています。

　

有
限
会
社
加
治
木
水
産
は
、
先
祖
代
々
の

地
引
網
漁
を
し
て
い
た
先
代
が
、
47
年
前
に

ち
り
め
ん
漁
を
始
め
て
創
業
し
、
現
在
で
も

社
長
自
ら
が
漁
に
出
て
、
新
鮮
な
し
ら
す
を

加
工
し
た
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
釜
揚
げ
ち
り
め
ん
は
、
創
業
当
時

か
ら
の
熟
練
の
職
人
に
よ
る
絶
妙
な
塩
加
減

で
茹
で
上
げ
、
柔
ら
か
な
食
感
と
風
味
が
味

わ
え
ま
す
。
ま
た
、
天
日
干
し
で
作
る
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
は
、
乾
燥
し
す
ぎ
る
と
食
感
が

悪
く
な
り
、
乾
燥
が
足
り
な
い
と
日
持
ち
せ

ず
色
も
悪
く
な
る
た
め
、
天
気
を
見
な
が
ら

ぎ
り
ぎ
り
の
乾
燥
具
合
を
見
極
め
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
製
品
は
、
直
売
所
の
ほ
か
港
湾
通

り
（
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
内
）
で
も

購
入
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

shop data

有限会社加治木水産
（ゆうげんがいしゃかじきすいさん）

志布志町安楽 192 番地 62

Tel：099-473-0718

oｐｅｎ：９時～ 17時

定休日：�１～ 3、７～９月　日曜日　　

４～６、10～ 12月　隔週日曜日

志布志の『ウマイ！』を

お届けします。

しぶし グルメん ’s なび

Do you want to eat?

『�

せ
っ
か
く
志
布
志
に
住
ん
で
い

る
ん
だ
し
、
志
布
志
の
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
。』

『�

志
布
志
を
訪
れ
て
く
れ
た
友
人

に
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て

ほ
し
い
。』

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
が
、

そ
ん
な
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ
す

る
一
品
で
す
。

太陽を浴びて輝くちりめんじゃこ

時期によって「いりこ」なども販売します

有限会社加治木水産 の

ちりめん

絶妙な塩加減の釜あげちりめん。
ご飯にも焼酎にもぴったりな佃煮。
程よい食感で噛むほどに味わい深い
天日干しちりめん。
1 匹 1 匹に志布志湾の海の恵みが
ぎゅーっと詰まった逸品です。

加治木水産

香月小前

香月小

香月地区公民館

今月は 34、42 ページにも読者プレゼントがあります。ご覧ください。
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共生協働自立 　

本
年
度
は
、
私
の
任
期
の
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
。
こ
の
３
年
間
を
振
り
返
え
る

と
、
平
成
26
年
度
は
、
子
ど
も
医
療
費
の

無
料
化
に
つ
い
て
高
校
生
ま
で
拡
充
し
、

ま
た
、
平
成
27
年
２
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の

シ
ア
ト
ル
に
出
向
き
、
お
茶
の
輸
出
に
向

け
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
志
布
志
市
の
認
知
度
向
上

を
図
る
た
め
、
日
本
一
を
目
指
し
た
様
々

な
取
組
を
全
国
へ
情
報
発
信
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
に
は
、
地
方
創
生
推
進
室
を

設
置
し
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て
、

土
曜
学
習
教
室
事
業
を
始
め
、
農
林
水
産

物
等
の
販
路
開
拓
事
業
や
空
き
店
舗
を
改

修
し
た
情
報
発
信
と
交
流
拠
点
の
施
設
整

備
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
な

ど
様
々
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

臨
海
工
業
団
地
の
整
備
、
分
譲
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
取
組
を
10
周
年
記

念
の
冠
を
付
け
て
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
り
、
今
後
更
に
飛
躍
し
て
い
く
節

目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
４
月
24
日
、

「
し
ぶ
し
の
日
」
に
は
市
制
施
行
10
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
、
改
め
て
市
民
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

本
年
１
月
１
日
、
市
民
の
方
々
が
志
布

志
市
民
の
一
人
と
し
て
目
指
す
べ
き
指
針

と
な
る
「
志
布
志
市
民
憲
章
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
今
後
、
様
々
な
場
面
で
市
民
の

方
々
に
唱
和
し
て
い
た
だ
き
、
１
日
で
も

早
く
広
ま
っ
て
い
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
当
初
、
目
標
額
を

20
億
円
以
上
と
し
、
昨
年
12
月
末
ま
で
に

全
国
か
ら
8
万
8
千
件
を
超
え
る
方
々
か

ら
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
目
標
額
を
達
成
、

昨
年
12
月
議
会
で
22
億
円
と
２
億
円
増
額

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
志
布
志
を
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の「
志
布
志
フ
ァ
ン
」

の
定
着
と
、
寄
附
し
て
く
だ
さ
る
方
々
を

増
や
す
た
め
の
取
組
を
更
に
進
め
ま
す
。

　

今
後
は
、
寄
附
金
の
使
い
道
が
注
目
さ

れ
ま
す
の
で
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
「
志
」
に
叶
う
よ
う
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ

ソ
コ
ン
導
入
事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
な
ど
多
く
の
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
志
布

志
運
動
公
園
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
事

業
や
多
子
世
帯
学
校
給
食
援
助
費
補
助
事

業
、
Ｊ
Ｒ
日
南
線
利
用
促
進
助
成
事
業
な

ど
の
新
規
事
業
を
始
め
、
既
存
事
業
の
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
な
ど
多
く
の
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

志
布
志
市
は
、
志
布
志
港
の
発
展
及
び

都
城
志
布
志
道
路
並
び
に
東
九
州
自
動
車

道
の
整
備
を
始
め
、
来
年
の
さ
ん
ふ
ら
わ

あ
の
新
船
導
入
等
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、

ほ
か
の
ま
ち
に
は
な
い
魅
力
と
今
後
の
飛

躍
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
臨
海
工
業
団

地
等
に
企
業
進
出
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

相
当
数
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
本
年

度
は
、
新
た
に
企
業
立
地
の
促
進
に
よ
る

産
業
振
興
及
び
安
定
的
な
雇
用
機
会
の
拡

大
、
ひ
い
て
は
雇
用
に
伴
う
移
住
者
、
定

住
人
口
の
増
加
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
32
年
に
鹿
児
島
国
体
の
成

年
男
子
サ
ッ
カ
ー
会
場
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、さ
ら
に
は
「
サ
ッ
カ
ー
合
宿
の
聖
地
」

を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
多
目
的
広
場
に
大

隅
地
域
初
と
な
る
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
を

整
備
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
は
、
各
種
団
体
等
の
有
識
者

で
組
織
す
る
「
志
布
志
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
推
進
協
議
会
」
に
よ
る
効
果

検
証
も
行
い
な
が
ら
様
々
な
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
使
用
済
み
紙
お

む
つ
の
再
資
源
化
事
業
及
び
育
て
る
漁
業

岩
が
き
等
養
殖
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
等
に
取

り
組
み
ま
す
。
計
画
・
実
行
・
検
証
・
改

善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
効
果

検
証
を
し
っ
か
り
行
い
、
効
果
的
な
事
業

に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
魅
力
あ
る
多
様
な
地
域
資
源
な
ど

を
生
か
し
た
様
々
な
日
本
一
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
志
布
志
の
認
知
度
向
上
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
元
気
の
あ
る
ま
ち
、

活
気
の
あ
る
ま
ち
、
日
本
一
が
た
く
さ
ん

あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
引
き
続
き
、
日
本

一
を
目
指
す
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
目
指

せ
日
本
一
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
」
は
、

昨
年
８
月
に
実
施
さ
れ
た
日
本
一
高
い
か

き
氷
づ
く
り
と
本
年
１
月
に
実
施
さ
れ
た

日
本
一
長
い
恵
方
巻
き
づ
く
り
で
そ
れ
ぞ

れ
日
本
一
を
達
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

２
月
に
実
施
さ
れ
た
エ
ア
ー
ギ
タ
ー
の
参

加
者
の
数
で
日
本
一
を
目
指
す
事
業
に
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
一
の
記
録
と
し

て
日
本
一
ネ
ッ
ト
事
務
局
へ
申
請
を
行
う

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
に
東
京
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
た
「
第
８
回
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ

り
選
手
権
」
に
出
場
し
た
「〝
志
布
志
発
〟

か
ご
し
ま
黒
豚
三
昧
」
丼
が
、
昨
年
に
引

き
続
き
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

出
店
す
る
事
業
者
と
商
工
会
、
行
政
が
一

体
と
な
り
協
働
で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
来
年
グ
ラ
ン
プ

リ
を
獲
得
で
き
れ
ば
、
全
国
各
地
か
ら
グ

ル
メ
フ
ァ
ン
が
、
こ
の
丼
を
味
わ
い
に
訪

れ
、
グ
ル
メ
の
ま
ち
志
布
志
の
評
価
が
高

ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
一
早
い
志
布
志
の
夏
そ
ば
の
取
組

は
、
昨
年
、
一
昨
年
は
東
京
都
調
布
市
に

あ
る
深
大
寺
の「
夏
そ
ば
を
味
わ
う
集
い
」

に
招
待
さ
れ
た
ほ
か
、
昨
年
は
同
じ
く
調

布
市
に
あ
る
布
多
天
神
社
で
の
夏
越
し
の

お
祓
い
神
事
で
も
、
本
市
の
春
の
い
ぶ
き

の
夏
そ
ば
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６
月
30
日
に
夏
越
し
そ
ば
を
食
べ
る
と
い

う
新
し
い
日
本
の
食
文
化
を
、
引
き
続
き

志
布
志
市
か
ら
発
信
し
ま
す
。

　

志
布
志
市
を
全
国
発
信
す
る
確
か
な
足

が
か
り
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
志
布

志
市
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
が
、

日
本
の
中
心
で
あ
る
東
京
に
築
け
た
こ
と

は
望
外
の
喜
び
で
す
。
今
後
は
、
関
西
や

中
部
地
方
に
も
展
開
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
志
布
志
市
に
は
全
国
に
誇
れ
る

農
林
水
産
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
「
安

心
・
安
全
・
健
康
・
う
ま
い
・
本
物
・
環

境
・
循
環
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
志
布

志
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
引
き
続

き
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
２
次
志
布
志
市
総
合
振
興
計
画
は
、

市
の
最
上
位
の
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
、
本
年
度
か
ら
平
成
38
年
度
ま
で
の

10
年
間
の
計
画
で
す
。
第
１
次
志
布
志
市

振
興
計
画
の
成
果
を
、
更
な
る
発
展
に
つ

な
げ
る
意
味
か
ら
、
引
き
続
き
「
志
あ
ふ

れ
る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
、
第
２
次

志
布
志
市
総
合
振
興
計
画
に
お
け
る
将
来

都
市
像
を
、「
未
来
へ
躍
動
す
る
創
造
都

市　

志
布
志
」
と
定
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
市
民
の
た
め
の
、
市
民
に
開
か
れ
た
、

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
を
」
の
政
治

理
念
の
下
、
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち

づ
く
り
に
誠
心
誠
意
、
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 29 年 2 月 27 日に行わ

れた第 1 回志布志市議会定

例会において、本田修一市

長が平成 29 年度の市政運営

の基本的な考えである施政

方針を表明しました。その

内容を抜粋して掲載します。

平成 29 年度 

施政方針
未
来
へ
躍
動
す
る

創
造
都
市

　
　
　

志
布
志
を
目
指
し
て
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環
境
行
政
：「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、分
け
れ
ば
資
源
」

の
合
言
葉
の
も
と
、
市
民
と
行
政
の
共
生
・
協

働
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
本
市
の
廃
棄
物
管
理
の

適
正
な
推
進
を
図
る
。

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
再
資
源
化
は
、
早
期
の

技
術
確
立
に
向
け
て
、
今
年
度
も
実
証
試
験
を

進
め
る
。

　

生
物
多
様
性
の
確
保
を
図
り
、
将
来
に
わ
た

り
享
受
で
き
る
よ
う
、
本
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
「
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
」
の
策
定

に
取
り
組
む
。

市
民
、
事
業
所
あ
る
い
は
各
種
団
体
等
の
各
主

体
が
「
環
境
に
や
さ
し
い
か
」
を
行
動
の
基
準

と
し
、「
も
の
を
大
切
に
人
を
大
切
に
」す
る「
環

境
に
対
す
る
取
組
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
志
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
を
目
指
す
。

共
同
墓
地
行
政
：
水
道
料
金
の
一
部
助
成
を
継

続
。
市
営
墓
地
の
維
持
管
理
に
努
め
る
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
：
自
主
防
災
組
織

は
、
研
修
会
や
防
災
訓
練
、
地
区
防
災
計
画
作

成
に
要
す
る
経
費
の
助
成
事
業
を
実
施
。
消
防

団
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波

発
生
等
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
各
分
団
及
び

近
隣
市
町
の
消
防
団
と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
。

　

防
災
は
、
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
、
災

害
・
被
害
の
想
定
な
ど
を
踏
ま
え
た
改
訂
を
行

い
、
防
災
対
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
。

避
難
経
路
の
整
備
や
避
難
経
路
を
誘
導
す
る
案

内
看
板
を
整
備
す
る
な
ど
、
防
災
対
策
を
強
化
。

　

防
犯
対
策
は
、
警
察
、
防
犯
協
会
と
連
携
し
、

う
そ
電
話
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
や
個

人
情
報
の
詐
取
へ
の
被
害
防
止
広
報
や
地
域
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
声
か
け
・
見

守
り
活
動
等
を
実
施
し
、
犯
罪
の
抑
止
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
は
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

を
充
実
し
、
自
主
的
な
免
許
証
返
納
を
促
し
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
発
生
防
止
を
図
る
。

消
費
者
行
政
は
、
多
種
多
様
化
す
る
悪
徳
商
法

を
始
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
等
の
購
入
・
契
約

か
ら
発
生
す
る
消
費
者
か
ら
の
様
々
な
苦
情
・

相
談
に
応
じ
、
問
題
解
決
を
図
る
。

企
業
立
地
の
促
進
：
市
の
最
重

要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
積

極
的
な
企
業
誘
致
に
努
め
る
。

臨
海
工
業
団
地
は
、
隣
接
す
る

市
道
香
月
線
の
延
伸
整
備
と
併

せ
て
分
譲
地
の
拡
大
を
図
る
こ

と
と
し
、
３
工
区
約
１
㌶
、
４

工
区
約
４
・
２
㌶
を
開
発
・
造

成
す
る
整
備
事
業
を
進
め
る
。

農
業
振
興
：
地
域
農
業
の
担
い

手
と
な
る
新
規
就
農
者
の
確
保

と
育
成
を
図
る
。
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
日
帰
り
体
験

メ
ニ
ュ
ー
等
の
体
験
型
ツ
ア
ー

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
茶
業
振

興
は
、
品
質
・
量
と
も
に
優
良
茶
産
地
の
実
現

を
目
指
し
関
係
機
関
・
団
体
と
一
体
と
な
っ
て

「
志
布
志
産
茶
」
の
銘
柄
確
立
を
図
る
。

畜
産
振
興
：
経
営
支
援
対
策
と
し
て
貸
付
事
業

や
導
入
事
業
に
よ
り
、
規
模
拡
大
や
適
正
な
更

新
に
努
め
る
。
畜
産
施
設
整
備
支
援
事
業
に
取

り
組
み
、
規
模
拡
大
対
策
や
環
境
対
策
等
に
努

め
る
。

ほ
場
整
備
等
：
引
き
続
き
施
行
同
意
や
関
係
機

関
と
の
調
整
を
進
め
、
着
手
可
能
な
団
地
か
ら

整
備
を
図
る
。
担
い
手
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
。

農
道
等
の
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
努
め
る
。

林
業
振
興
：
志
布
志
市
森
林
整
備
計
画
の
更
な

る
充
実
を
図
り
、
山
林
を
売
る
側
の
所
得
向
上

も
含
め
、
伐
採
経
費
と
し
て
必
要
な
作
業
路
、

集
材
場
所
等
の
経
費
が
で
き
る

だ
け
か
か
ら
な
い
よ
う
な
施
業

の
集
約
化
を
推
進
。
特
用
林
産

物
枝
物
等
は
、
量
産
化
並
び
に

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
た
取
組
を

継
続
。

水
産
業
振
興
：
夏
井
漁
港
の
区

域
内
を
主
に
、
カ
キ
の
養
殖
に

必
要
な
漁
場
整
備
の
検
討
を
関

係
機
関
と
協
議
し
、
生
産
基
盤

の
強
化
を
図
る
。

商
工
業
振
興
：
就
職
合
同
説
明

会
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

等
を
開
催
し
、
事
業
者
へ
の
雇

用
の
安
定
的
確
保
を
促
し
、
併

志
布
志
港
：
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
活
動
を
展
開
し
、

コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
10
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
目
標
に
取
り

組
む
。
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
企
画
ツ
ア
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
旅
客
の
確
保
に
努
め
、
志
布

志
航
路
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
取
り
組
む
。

東
九
州
自
動
車
道
・
都
城
志
布
志
道
路
：
残

さ
れ
た
油
津
～
串
間
～
夏
井
間
の
早
期
事
業

化
を
要
望
。
市
道
香

月
線
延
伸
計
画
に
伴

い
、
有
明
町
野
井
倉

地
内
に
（
仮
称
）
志

布
志
有
明
イ
ン
タ
ー

の
本
線
連
結
の
申
請

を
行
い
、
本
格
着
工
。

都
城
志
布
志
道
路
は
、

防
災
・
経
済
・
医
療

の
道
と
し
て
、
引
き

続
き
、
国
、
県
、
関

係
機
関
に
要
望
。

国
道
・
県
道
・
市
道
：

国
道
２
２
０
号
は
、

歩
道
等
の
整
備
促
進

を
関
係
機
関
に
要
望
。

県
道
は
、
志
布
志
有
明
線
の
野
神
工
区
の
早
期

事
業
完
成
を
促
進
し
、
他
路
線
も
積
極
的
な
要

望
活
動
を
行
い
、
地
域
間
格
差
の
是
正
に
努
め

る
。
高
規
格
道
路
の
関
連
事
業
と
し
て
、
市
道

香
月
線
、
飯
山
通
山
１
号
線
の
道
路
改
良
整
備

を
進
め
る
。

都
市
計
画
：
昨
年
度
か
ら
策
定
中
の
「
志
布
志

市
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
具
体

的
な
整
備
・
開
発
・
保
全
の
手
法
を
示
し
、
総

合
的
か
つ
基
本
的
な
方
針
を
策
定
。

都
市
計
画
道
路
「
関
屋
線
（
県
道
志
布
志
福
山

線
）」
の
志
布
志
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
を

整
備
。

情
報
化
の
推
進
：
電
子
自
治
体
の
一
層
の
推
進

と
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
の
利
活
用
策
の
調

査
・
研
究
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
シ
ス
テ
ム
の

整
備
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国
が
推
進
す
る
「
新
た
な
自
治
体
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
抜
本
的
強
化
」
に
対

応
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
。
行
政
告

知
放
送
端
末
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

設
置
促
進
を
図
る
。

住
宅
・
定
住
：
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
等
を
見
直
し
、

安
全
に
安
心
し
て
快
適
に

生
活
で
き
る
新
た
な
住
環

境
づ
く
り
の
方
針
と
な
る

「
志
布
志
市
住
生
活
基
本

計
画
」
を
策
定
。
空
家
対

策
は
、
協
議
会
を
設
置
し

適
切
に
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
空
家
所
有
者
等
の

対
応
を
行
う
。

定
住
交
流
の
推
進
は
、
市

外
か
ら
の
移
住
者
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
市
内
の

若
者
世
代
の
市
外
流
出
防

止
策
と
し
て
、
市
内
在
住
者
が
新
た
に
住
宅
を

新
築
又
は
購
入
し
定
住
さ
れ
た
方
に
補
助
金
を

交
付
。
新
た
に
、
人
口
流
入
促
進
策
と
し
て
市

と
立
地
協
定
を
締
結
し
た
企
業
に
就
職
し
、
市

内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
さ
れ
た
方
に
対
し

て
家
賃
助
成
を
行
い
、
雇
用
対
策
と
併
せ
て
移

住
対
策
を
促
進
。
定
住
促
進
住
宅
用
地
は
、
伊

﨑
田
地
区
で
用
地
取
得
等
に
努
る
。

水
道
事
業
：
合
理
的
で
健
全
な
運
営
体
制
を

構
築
し
、
維
持
管
理
体
制
の
整
備
や
施
設
の
統

廃
合
に
よ
る
効
果
的
な
施
設
整
備
に
取
り
組
む
。

将
来
に
わ
た
り
「
安
全
な
水
の
安
定
供
給
」
を

図
る
た
め
、
水
道
事
業
の
経
営
の
基
本
計
画
で

あ
る
「
経
営
戦
略
」
及
び
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
を
行
い
、事
業
経
営
の
健
全
化
を
目
指
す
。

第
２
次
志
布
志
市
総
合
振
興
計
画

７
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

「郷と郷」
「人と人」
「物と物」の

 つながりがあるまち１

自然や
風土と
共生する
安心で豊かなまち２

３大地の力と
海の恵みを生かした
魅力あふれる
にぎわいのまち
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せ
て
地
元
出
身
者
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
、
地

元
企
業
と
の
連
携
を
深
め
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
取

り
組
む
。
ご
当
地
グ
ル
メ
の
市
内
外
へ
の
情
報

発
信
や
そ
の
活
動
の
支
援
、
新
た
な
グ
ル
メ
発

掘
を
図
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
商
店
街
の

活
性
化
策
を
検
討
し
、「
食
」
の
ま
ち
づ
く
り

と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
店
街
づ
く
り
に
努
め
る
。

観
光
振
興
：
Ｊ
Ｒ
志
布
志
駅
を
お
も
て
な
し
の

玄
関
口
と
し
て
機
能
を
強
化
。
に
ぎ
わ
い
が
生

ま
れ
る
場
所
と
し
て
Ｊ
Ｒ
志
布
志
駅
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
を
行
う
。
Ｊ
Ｒ
志
布
志
駅
舎
建

築
も
引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
行
う
。
歴
史
建

造
物
等
を
活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
う

な
ぎ
や
焼
酎
な
ど
特
産
品
を
活
用
し
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
の
開
発
に
よ
り
観
光
ル
ー
ト
の
充

実
を
図
る
。

子
育
て
支
援
：「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に

基
づ
き
、
全
て
の
子
ど
も
・

子
育
て
家
庭
に
質
の
高
い
幼

児
期
の
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
保
育

所
定
員
の
拡
充
や
認
定
子
ど

も
園
の
普
及
を
進
め
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
施
設
整

備
へ
の
支
援
を
行
う
。

高
齢
者
福
祉
：
高
齢
者
の
方

が
生
活
を
営
ん
で
い

る
地
域
社
会
で
安
心

し
て
住
み
や
す
い
場

所
と
な
る
よ
う
、
地
域
活
動
を
通
じ
た
生
き
が

い
と
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
し

た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
事
業
等
、
高
齢
者
福

祉
事
業
の
充
実
を
図
り
、
高
齢
者
の
知
識
や
技

能
を
生
か
し
積
極
的
に
社
会
参
加
が
で
き
る
よ

う
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
支
援
す

る
。

障
が
い
福
祉
：
障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
し
、
全
て
の
人
が
共

生
・
協
働
し
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
更
に
進
め
る
た
め
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
施
策
の
推
進
を
図
る
。

保
健
事
業
：
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

の
受
診
率
は
、
本
市
が
目
指
す
70
％
を
達
成
す

る
た
め
、
引
き
続
き
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
努
め
る
。
日
常
の
継
続
的
な
運
動
に
よ
る
健

康
づ
く
り
の
促
進
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
、新
た
に
「
転
ば
ん
体
操
」
の
普
及
を
図
る
。

母
子
保
健
事
業
：
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
へ
の

切
れ
目
な
い
支
援
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
悩
み
を
抱
え
孤
立
し
が
ち

な
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
「
子
育
て
す

く
す
く
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
の
有
用
性
の
周
知

を
図
る
。

介
護
保
険
事
業
：
住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者

一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
や
生
活
の
中
で
互
い
に

役
割
を
持
ち
な
が
ら
社
会
参
加
が
で
き
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
、
自
助
・
共
助
の
環
境
づ
く
り

と
、
地
域
の
多
種
多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

等
の
確
立
に
努
め
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
：
国
保
新
制
度
移
行
に
向

け
、
引
き
続
き
県
や
国
保
連
合
会
と
連
携
を
図

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
行
え
る
よ
う
適
切
に

対
応
す
る
。
１
年
間
保
険
診
療
を
受
け
な
か
っ

た
世
帯
に
報
奨
金
等
を
支
給
す
る
事
業
を
新
た

に
実
施
し
、
市
民
に
適
正
受
診
の
啓
発
を
行
い
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
。

教
育
行
政
：「
高
い

志
」
と
「
慈
愛
の
精
神
」、

「
志
」
を
高
め
る
教
育
の

推
進
を
目
指
し
、
向
学

心
や
公
徳
心
、
感
謝
の

心
、
敬
愛
の
心
、
郷
土
愛
、

生
命
尊
重
な
ど
の
「
志

の
心
」
を
育
む
。

学
校
教
育
：「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導

入
に
加
え
て
、
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
て
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
小
中
一
貫

教
育
の
推
進
に
着
手
。
幼
・
保
・
小
・
中
学
校

連
携
の
強
化
、
鹿
大
学
教
育
学
部
と
の
連
携
、

地
域
人
材
の
活
用
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
の
充
実
を

図
り
、
分
か
り
や
す
く
深
ま
り
の
あ
る
授
業
に

よ
っ
て
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
や
確

か
な
学
力
の
定
着
に
努
め
る
。
土
曜
学
習
教
室

（
志
学
教
室
）
や
夏
休
み
学
習
教
室
等
、
学
校

外
の
学
習
環
境
も
一
層
充
実
す
る
よ
う
努
め
る
。

い
じ
め
問
題
：「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
」
と
い
う
理
念
の
下
、
関
係
機
関
及
び
各
種

団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
い
じ
め

問
題
の
解
消
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

学
校
給
食
：
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
市
内
小
中
学
校
に
在
学
す
る
児

童
生
徒
を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る
多
子
世
帯

の
第
３
子
以
降
の
給
食
費
の
無
料
化
を
実
施
。

生
涯
学
習
：「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ

で
も
」
学
べ
る
生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組
む
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
志
布
志
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と

し
て
、
魅
力
あ
る
講
座
等
の
開
設
や
、
そ
の
情

報
発
信
に
努
め
る
な
ど
、
多
様
な
学
習
機
会
の

提
供
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

図
書
館
：
本
年
度
で
開
館
20
周
年
を
迎
え
、
引

き
続
き
、
調
べ
学
習
な
ど
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
お
は
な
し
会
や
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
、
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
を
展
開
し
、

本
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
る
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
：
志
布
志
運
動
公
園
再
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
本
年
度
か
ら
整
備
に
取
り
組

む
。本
年
度
は
ふ
れ
あ
い
広
場
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
と
し
て
の
活
用
を
高
め
、
季
節
や
天

候
等
の
影
響
が
少
な
い
施
設
と
し
て
、
多
目
的

広
場
に
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
整
備
。
文
化
協

会
は
、
本
年
度
か
ら
３
町
の
文
化
協
会
を
合
併

し
、
志
布
志
市
文
化
協
会
と
し
て
発
足
し
、
文

化
活
動
の
活
性
化
と
地
区
の
文
化
振
興
を
担
う

組
織
と
し
て
、
引
き
続
き
活
動
を
支
援
す
る
。

共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ

く
り
：
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等

の
情
報
交
換
や
連
携
す
る
た
め

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
連
絡
協
議
会
や
、

共
生
協
働
推
進
委
員
会
の
活
動

内
容
の
充
実
を
図
る
。
ふ
る
さ

と
づ
く
り
委
員
会
事
業
は
、
活

動
内
容
の
充
実
を
図
り
、
地
域

の
活
性
化
に
結
び
つ
く
よ
う
引

き
続
き
支
援
し
、「
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
運
動
」
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
。
市

報
し
ぶ
し
や
行
政
告
知
放
送
端
末
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

用
い
た
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
、
ま
た
市
長
へ

の
た
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
意
見
箱
な
ど
に

よ
り
地
域
の
課
題
や
問
題
点
、
行
政
に
対
す
る

率
直
な
ご
意
見
・
提
案
等
効
果
的
な
広
報
・
公

聴
活
動
を
実
施
す
る
。

男
女
共
同
参
画
：
国
の
新
た
な
「
第
４
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
対
応
し
、
市
民
へ
の

意
識
調
査
等
や
今
後
予
想
さ
れ
る
社
会
情
勢
等

の
変
化
の
ほ
か
鹿
児
島
県
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、「
第
３
次
志
布
志

市
男
女
が
と
も
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」

と「
第
２
次
志
布
志
市
Ｄ
Ｖ
対
策
基
本
プ
ラ
ン
」

を
策
定
す
る
。

行
政
改
革
：
行
財
政
運
営
の
効
率
化
及
び
合
理

化
を
よ
り
一
層
進
め
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維

持
し
な
が
ら
施
策
及
び
事
務
事
業
の
執
行
管
理

能
力
を
、
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
な
組
織
体
制
の
構
築
を

目
指
す
た
め
、
抜
本
的
な
組
織

機
構
の
見
直
し
に
努
め
る
。
多

様
な
情
報
発
信
の
媒
体
を
活
用

し
、
本
市
の
情
報
を
迅
速
か
つ

効
果
的
に
発
信
し
、
情
報
効
果

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
議
会

本
会
議
や
庁
内
会
議
等
で
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
よ
る

行
政
事
務

の
効
率
化

及
び
ペ
ー

パ
ー
レ
ス

化
を
検
討

す
る
。

　
以
上
、
市
政
に
対
す
る
所
信
と
各
分
野

に
お
け
る
方
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し

た
。「
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
基
本
理
念

と
し
て
、
将
来
像
で
あ
る
「
未
来
へ
躍
動

す
る
創
造
都
市
志
布
志
」
の
実
現
、
さ
ら

に
輝
く
志
布
志
市
を
目
指
し
て
「
共
生
・

協
働
・
自
立
」に
よ
る
市
民
と
一
体
と
な
っ

た
政
策
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

心豊かで
志あふれる
人づくりと
伝統・文化のまち５

人と地域が輝く
共生・協働・自立のまち

生き生きと
笑顔で暮らせるまち４

市民とともに歩む
「ムダ」のない経営７
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お

知
らせ

します！

平成 29 年度

当初予算

市税（13.4%）

32 億 1,415 万 3 千円

その他（26.3%）

63 億 303 万 5 千円

地方交付税（28.3%）

67 億 8,800 万円

国庫支出金（12.4%）

29 億 7,269 万 8 千円

市債（9.1%）

21 億 8,600 万円

県支出金（7.3%）
17 億 4,833 万 7 千円

公債費（10.9%）

26 億 253 万１千円

商工費（8.3%）

19 億 9,959 万 6 千円

農林水産業費（7.6%）
18 億 2,624 万 7 千円
教育費（7.5%）

18 億 815 万 2 千円

民生費（30.6%）

73 億 3,116 万 6 千円

総務費（19.5%）

46 億 7,697 万 5 千円

土木費（6.9%）
16 億 5,554 万 8 千円
その他（8.7%）
20 億 8,978 万 5 千円

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、市
に
入
っ
て
く
る「
歳

入
」（
収
入
の
こ
と
）
で
す
。
歳
入
は
「
自

主
財
源
※
１
」
と
「
依
存
財
源
※
２
」
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
の
歳
入
は
、
市
な
ど
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
国
が
一
定
の
基

準
で
配
る
お
金
で
あ
る
「
地
方
交
付
税
」

が
全
体
の
28
・
3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
の
が
自
主
財
源
の
う
ち
市
民
の

皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
「
市
税
」
で

す
。
全
体
の
13
・
4
％
を
占
め
、
前
年
度

に
比
べ
る
と
５
４
５
９
万
１
千
円
の
増
額

会計区分
予算額

（単位：千円）
対前年度比

国民健康保険 5,506,972 -1.1％
後期高齢者医療 382,623 +2.6％
介護保険 4,024,896 +0.1％
下水道管理 292,906 - 0.9％
公共下水道事業 2,829 ± 0.0％
国民宿舎 118,935 - 41.8％

工業団地整備事業 68,790 - 30.1％
合　計 10,397,951 -1.6％

特別会計予算 特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
特
定
の
収
入
を
特
定
の

支
出
に
充
て
、
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し

て
明
瞭
な
収
支
管
理
を
行
い
、
経
理
す
る

も
の
の
こ
と
で
す
。
志
布
志
市
に
は
７
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
と
は
、
民
間
企
業
と

同
じ
よ
う
に
当
該
事
業
に
係
る
経

費
を
使
用
料
等
の
収
入
で
賄
い
、
独
立
採

算
を
基
本
と
す
る
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
又
は
一
部
の
適
用
を
受
け
設
置
す
る
会

計
で
す
。
市
で
は
、
水
道
事
業
に
公
営
企

業
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

会計区分
予算額

（単位：千円）
対前年度比

663,406 + 1.2％

582,766 + 0.3％

14,407  - 84.2％

399,264 + 2.8％

収
益
的

資
本
的

収入

支出

収入

支出

公営企業会計予算（水道事業）

※�資本的収入額が資本的支出に対し不足する
額は、企業内に留保されている財源から補
填し実施するものです。

一般会計は

【前年度当初予算と比べると 3.2％の増です。】

239 億 9,000 万円 

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
続
い
て
、
特
定
の

目
的
の
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
国

庫
支
出
金
」
が
全
体
の
12
・
4
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
も
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
に
よ
る
寄
附
金
を
20
億
円
見
込
ん

で
お
り
、
こ
れ
が
全
体
の
8
・
3
％
に
上

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
大
き
な
事
業
を
す

る
際
の
財
源
不
足
を
長
期
の
借
り
入
れ
で

補
う
「
市
債
（
借
金
）」
が
全
体
の
9
・

1
％
を
占
め
て
お
り
、
事
業
の
緊
急
度
及

び
効
果
等
を
十
分
に
考
慮
し
、
借
入
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市税の内訳
個人住民税： 9 億 2,500 万円
法人市民税： 2 億 3,050 万円
固定資産税：16 億 3,815 万 3 千円
軽自動車税： 1 億 2,050 万円
市たばこ税： 3 億円

※ １：自主財源は市が自らの意思で
収入を得ることができるお金で、
市税、繰入金、使用料などです。
平成 29 年度当初予算の自主財源
総 額 は 95 億 1,718 万 8 千 円。 歳
入総額の 39.7％です。

※ ２：依存財源は国の意志により交
付されたり、割り当てられたりす
るお金で、地方交付税や市債など
です。平成 29 年度当初予算の依
存財源総額は 144 億 7,281 万 2 千
円。歳入総額の 60.3％です。

その他（3.2%）
7 億 7,777 万 7 千円

歳 入

目
的
別
に
歳
出
を
見
る

と
、
下
の
歳
出
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
「
民
生
費
」
が

全
体
の
30
・
6
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
民
生
費
と
は
子
育
て

支
援
や
高
齢
者
及
び
障
が
い
者

等
福
祉
全
般
に
関
す
る
経
費
で

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
次
に
大
き
な
割

合
を
占
め
る
も
の
が
「
総
務
費
」
で
19
・

5
％
で
す
。
総
務
費
は
職
員
管
理
、庁
舎
・

財
産
管
理
、
選
挙
、
戸
籍
及
び
市
税
の

賦
課
・
徴
収
等
の
行
政
運
営
全
般
に
要

す
る
経
費
で
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
に
よ
る
積
立
金
も
「
総
務
費
」

に
含
ま
れ
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
「
公

債
費
」
で
全
体
の
10
・
9
％
を
占
め
て

い
ま
す
。「
公
債
費
」
は
市
債
の
元
金
及

び
利
子
の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

性
質
別
に
歳
出
を
見
る
と
、

法
令
等
に
よ
り
支
出
が

義
務
付
け
ら
れ
、
任
意
に
削
減

及
び
圧
縮
等
が
で
き
な
い
経
費
で

あ
る
「
義
務
的
経
費
」
が
全
体

の
45
・
2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
将
来
に
向
け
た
資
産
形
成

を
行
う
た
め
の
経
費
で
、
学
校
及

び
道
路
等
将
来
に
残
さ
れ
る
も
の
に

支
出
さ
れ
る
「
投
資
的
経
費
」
が
全
体

の
12
・
4
％
で
あ
り
、「
そ
の
他
の
経
費
」

が
42
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳  

入
▼ 

税
外
収
入
：
自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税

を
除
い
た
も
の
で
、
財
産
収
入
や
使
用

料
・
手
数
料
、
寄
附
金
な
ど

▼ 

地
方
交
付
税
：
市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、
国
が
一
定
の
基
準

で
配
る
お
金

▼ 

市
債
：
市
の
借
入
金
（
借
金
）
で
返
済

に
１
年
以
上
か
か
る
も
の

▼ 

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
：
市
が
行
う

特
定
の
事
業
に
対
し
て
国
ま
た
は
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

▼ 

そ
の
他
：
地
方
譲
与
税
、
地
方
消
費
税

交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地

方
特
例
交
付
金
な
ど
の
合
計
額

歳  

出
▼
人
件
費
：
報
酬
や
給
与
な
ど

▼ 

公
債
費
：
市
債
の
返
済
に
使
わ
れ
た
お
金

▼ 

扶
助
費
：
高
齢
者
、
児
童
、
心
身
障
が

い
者
な
ど
に
行
う
支
援
の
た
め
の
経
費

▼ 

普
通
建
設
事
業
費
：
道
路
や
公
共
施
設

の
新
設
・
増
設
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費

▼ 

物
件
費
：
賃
金
や
旅
費
、
交
際
費
、
需

用
費
な
ど
の
経
費

▼ 

補
助
費
等
：
市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に

対
し
て
行
政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費

▼ 

維
持
補
修
費
：
道
路
や
公
共
施
設
な
ど

を
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

▼ 

そ
の
他
：
積
立
金
、
投
資
及
び
出
資
金
、

貸
付
金
、
繰
出
金
、
予
備
費
の
合
計

用
語
説
明

歳 出目的別

災害復旧事業費
1,314万1千円

0.1％

扶助費
48 億 8,258 万 9 千円

20.4％

人件費
33 億 6,213万1千円

14.0％

普通建設事業費
29 億 6,237 万 5 千円

12.3％

公債費
26 億 254万1千円

10.8％

物件費
39 億 3,844万3千円

16.3％

補助費等
24 億 1,298万1千円

10.1％

維持補修費
１ 億 1,760万1千円

0.5％

その他
36 億 9,819万8千円

15.5％

義務的経費 45.2％：
法令等により支出が義務づけられた経費

投資的経費 12.4％：
将来に向けた資産形成を行うための経費

その他の経費 42.4％：
義務的経費及び投資的経費以外の経費

その他の内訳
議会費： 1 億 8,578 万 5 千円
衛生費：12 億 9,118 万 4 千円
消防費： 5 億 7,967 万 5 千円
災害復旧費：1,314 万１千円
予備費：2,000 万円

歳 出
性質別

を計上しました

■問い合わせ先：財務課  財政係　℡：474-1111（内線 246・247）

自

主

財

源

依

存

財

源
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お
し
ゃ
か
ま
つ
り
は
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
を

祝
っ
て
行
う
も
の
で
、
一
般
的
に
は
灌
仏
会
、

降
誕
会
も
し
く
は
花
ま
つ
り
と
い
い
ま
す
。
お

釈
迦
様
の
誕
生
日
が
旧
暦
の
四
月
八
日
で
あ
る

こ
と
に
ち
な
ん
で
、
昔
は
四
月
八
日
に
行
わ
れ

て
い
た
た
め
、志
布
志
で
は
「
シ
ガ
ッ
ジ
ョ
カ
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

お
し
ゃ
か
ま
つ
り
で
は
、
お
釈
迦
様
の
誕
生

直
後
の
姿
で
あ
る
〝
誕
生
仏
〟
の
像
に
甘
茶
を

年
の
数
だ
け
か
け
る
と
、
一
年
を
無
事
に
過
ご

せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
ま
つ
り
会
場
は
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
昔
は
サ
ー
カ
ス
や
お
ば

け
屋
敷
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
ま
つ
り
の

内
容
も
時
代
と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

お
ま
つ
り
の
会
場
で
あ
る
宝
満
寺
は
、
奈
良

時
代
の
創
建
で
、
西
海
の
華
と
よ
ば
れ
る
美
し

い
お
寺
で
し
た
が
、
明
治
時
代
の
初
め
、
廃

仏
毀
釈
※
の
た
め
に
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

犬
之
馬
場
の
戦
い
で
戦
死
し
た
隈
田
原
兄
弟
の

仁
王
像
が
当
時
の
名
残
を
遺
し
て
い
ま
す
。

　

大
慈
寺
の
柏
州
和
尚
は
、
宝
満
寺
の
復
興
を

願
い
、
京
都
の
比
叡
山
よ
り
行
基
作
と
伝
え
ら

れ
る
聖
観
音
像
を
い
た
だ
い
て
、
宝
満
寺
跡
に

仮
の
観
音
堂
を
建
立
し
、
地
域
の
方
々
の
協
力

に
よ
り
、
お
ま
つ
り
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
宝
満
寺
は
、
安
産
に
ご
利
益
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
近
郷
か
ら
安
産
を
願
う
人
々

の
参
詣
で
大
い
に
賑
わ
い
、
現
在
で
も
お
ま
つ

り
で
は
新
郎
新
婦
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
の
参
詣

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
当
時
の
聖
観
音
像
は
、
現
在
は

大
慈
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
美
し
い

お
顔
を
拝
見
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
の

宝
満
寺
観
音
堂
は
、
昭
和
十
一
年
に
再
建
さ
れ
、

新
た
な
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

廃
仏
毀
釈
：
全
国
的
に
行
わ
れ
た
、
お
寺
や

仏
像
な
ど
を
壊
す
運
動

「
お
し
ゃ
か
ま
つ
り
」

文：�北川美喜子（観光ガイド、ラ
ジオ大好き）

写真上：�おしゃかまつりに行われ
る甘茶かけ

写真下：宝満寺跡の形
かたしろにおうぞう

代仁王像

平成 29 年度�当初予算編成にあたって

経済情勢や国、県の厳しい財政状況を踏まえ、平成 29 年度当初予算にお
きましては、引き続き行財政改革に積極的に取り組みました。

　選択と集中により行財政運営の効率化を図るとともに、平成 27 年度におい
て取組を本格化した「ふるさと納税推進事業」をさらに推進し、地方創生と
一体となる予算を計上しています。
　第２次志布志市総合振興計画の将来都市像、『未来へ躍動する創造都市  志
布志』の実現に向けて、「７つのまちづくりの方針」を推進するとともに、住
民サービスを堅持しながら、持続可能な財政基盤の確立に努めます。

市民１人当たりの市税負担額　99,368 円

◆市民税　35,723 円
�個人の前年の所得に係る税金及び法人の所得に係る法人税を基礎
として係る税金です。

◆固定資産税　50,645 円
�土地、家屋及び償却資産の所有に係る税金です。

◆軽自動車税　3,725 円
�原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び２輪の小型自動
車に係る税金です。

◆市たばこ税　9,275 円
�たばこ製造業者、特定販売業者、卸販売業者が市内の小売販売業
者に売り渡した、たばこに係る税金です。

市民１人当たりの税負担額
99,368 円

市民一人当たりの主な支出額
679,837 円

差　額
580,469 円

＝
お

知
らせします！

平成 2
9 年度

当初予算

市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
負
担
額
と
支
出
額

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
を
平
成
29
年
２
月
末
日
現

在
の
市
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
（
3
万
２
３
４
６
人
）
で
、
市

民
１
人
当
た
り
に
換
算
し
て
み
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
「
市
税
」
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

9
万
９
３
６
８
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

67
万
９
８
３
７
円
の
支
出
と
な
り
ま
す
。（
※
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
積
立
額
を
除
い
て
算
定
し
て
い
ま
す
。）

　

市
民
１
人
当
た
り
の
税
負
担
額
と
支
出
額
と
で
は
、

58
万
４
６
９
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。こ
の
差
額
の
大
部
分
が「
地

方
交
付
税
」
や
国
及
び
県
か
ら
の
支
出
金
等
で
賄
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

市民一人当たりの主な支出額（目的別）　679,837 円

◆総務費　　82,761 円
　職員管理、庁舎・財産管理、選挙、戸籍及び市税の賦課・徴収
等行政運営全般に要する経費です。

◆民生費　　226,648 円
　子どもや高齢者、障がいのある人などへの福祉関係全般の事業
に要する経費です。

◆土木費　　51,182 円
　道路、橋、河川及び公園等住環境を整備するために要する経費
です。

◆公債費　　80,459 円　
　市の借金の返済に要する経費です。

◆農林水産業費　　56,460 円
　農業、畜産業、林業及び水産業等の振興のための事業に要する
経費です。

◆教育費　　55,900 円
　学校、体育施設の整備や、教育、生涯学習、文化及びスポーツ
等の振興のために要する経費です。

－（マイナス）

（イコール）

第１回
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。�
　　　　　まちの話題

市内では

いろんなことが

ありました。�

ポートマラソンが開催されました

　３月５日、幼児から 80 歳までの幅広い年齢のランナーが自分の
体力に合わせたコースを走りました。雨の中ではありましたが、仲
間や家族と参加する方、記録に挑戦する方それぞれがポートマラソ
ンを楽しみました。また、大会運営には多くの関係機関の協力があ
り、選手をサポートしました。

　　　　　　　　　　　３Ｋｍ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　168名　　　　　　　　　敬称略

小学生男子 板山 幸汰（鹿屋市） 11 分 08秒 40歳代男子 肥田 隆宏（宮崎県） 10分 58秒

小学生女子 加治屋 怜果（志布志市） 11 分 53秒 40歳代女子 山下 里美（鹿屋市） 20分 31 秒

中学生男子 板山 朋生（鹿屋市） 10分 10秒 50歳代男子 有村 憲治（曽於市） 11 分 00秒

中学生女子 永田 凛（志布志市） 11 分 34秒 50歳代女子 高畑 朋子（熊本県） 18分 53秒

29歳以下男子 永田 強（大崎町） 12分 20秒 60歳代男子 上村 修一（曽於市） 13分 13 秒

29歳以下女子 上山 茜（志布志市） 17 分 01 秒 60歳代女子 後藤 千鶴子（宮崎県） 14分 40秒

30歳代男子 柏木 英明（大崎町） 15分 08秒 70歳以上男子 春薗 清文（鹿屋市） 16分 21 秒

30歳代女子 曽我 由香利（志布志市） 15分 08秒 70歳以上女子 藤武 ヨシ子（大崎町） 21 分 18 秒

ファミリー　コース　28組 89人 　伊知地 香ファミリー　4分 33秒

　　　　　　　　　　　5Ｋｍ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　64名　　　　　　　　　敬称略

中学生男子 岩田 耕（志布志市） 18分 55秒 40歳代女子 大浦 友美（宮崎県） 28分 52秒

中学生女子 宮久保 楓（鹿屋市） 26分 59秒 50歳代男子 甘利 敏行（鹿児島市） 20分 01 秒

29歳以下男子 三宅 孝毅（鹿屋市） 17 分 10秒 50歳代女子 別當 智子（霧島市） 35分 21 秒

29歳以下女子 永田 蘭（志布志市） 18分 40秒 60歳代男子 吉峰 拓一（宮崎県） 18分 42 秒

30歳代男子 出場者なし 60歳代女子 新保 幸子（鹿屋市） 34分 38秒

30歳代女子 新甫 さなえ（鹿児島市） 23分 37秒 70歳以上男子 小原 文夫（宮崎県） 36分 10 秒

40歳代男子 柏崎 健治（宮崎県） 18分 02秒 70歳以上女子 出場者なし

　　　　　　　　　　　10Ｋｍ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　94名　　　　　　　　　敬称略

29歳以下男子 田爪 諒大（宮崎県） 42分 26秒 50歳代男子 米丸 浩一（宮崎県） 39分 40秒

29歳以下女子 假水 陽子（福岡県） 48分 04秒 50歳代女子 神田 美幸（鹿屋市） 55分 11 秒

30歳代男子 上野 智規（志布志市） 38分 24秒 60歳代男子 馬場 士道（福岡県） 47分 02秒

30歳代女子 駒路 麻耶（志布志市） 40分 20秒 60歳代女子 倉 みどり（霧島市） 52分 57 秒

40歳代男子 貴島 潔（宮崎県） 36分 13 秒 70歳以上男子 飯迫 善信（曽於市） 50分 15 秒

40歳代女子 小林 明子（宮崎県） 41 分 51 秒 70歳以上女子 出場者なし

　　　　　　　　　　　ハーフ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　144名　　　　　　　　　敬称略

29歳以下男子 一松 祐介（鹿児島市） 1時間 29 分 57 秒 50歳代男子 豊丸 一人（宮崎県） 1時間 30分 09秒

29歳以下女子 岩松 友里香（曽於市） 2時間 16 分 44 秒 50歳代女子 東 和代（鹿屋市） ２時間25 分 10 秒

30歳代男子 磯田 和也（鹿屋市） 1時間 32 分 28秒 60歳代男子 矢野 浩二（霧島市） 1 時間 35分 55秒

30歳代女子 吉田 愛子（宮崎県） 2 時間 15 分 39 秒 60歳代女子 出場者なし

40歳代男子 大田 勝信（宮崎県） 1時間 30分 09秒 70歳以上男子 杉浦 紘冶（鹿児島市） 2時間 18分 21 秒

40歳代女子 西村 美和（霧島市） 1 時間 42 分 36秒 70歳以上女子 出場者なし

外山木材㈱と立地協定を締結
雇用創出、林業振興、志布志港の活用による地域経済
の浮揚・発展に大きく貢献されることが期待されます。

　３月７日、市と外山木材㈱が、県の立会いの下、

立地協定を締結しました。同社は、都城市を拠点に

５つの工場を有する国産材製材会社であり、特に杉

足場板の生産量は全国トップクラスです。工場は、

２
ツーバイフォー

×４原木の製材（一次加工）に加え将来的には志

布志港からの製材輸出等を目的として新設されます。

鹿児島大学水産学部付属練習船「かごしま丸」が志布
志港に入港し、見学会が行われました。

　３月８日と９日、志布志港旅客船埠
ふ と う

頭で小学生と

高校生を対象に見学会が行われました。松山小学校

の 5 年生 12 人が 8 日に見学し、同大学の 2 年生

15 人が船内を案内しました。また、松山町出身の

前田広人教授が海や魚の話や大学の研究について講

演され、児童は興味深そうに話を聞いていました。

かごしま丸を見学しました

伝統文化の継承が評価されました
田之浦山宮神社神楽保存会（井久保修二会長）がおお
すみの地域力表彰を受賞しました。

　３月８日、大隅地域振興局で表彰式が行われまし

た。同会は、昭和 17 年の奉納を最後に途絶えてい

た神楽を昭和 58 年に復活させ、地域内外の様々な

民族芸能大会などで披露しています。また、小学生

を中心とした子ども神楽の育成を行うなど、伝統文

化の継承と青少年育成への取組が評価されました。

3 月 11 日、ジュニアリーダークラブでお別れ会を行
いました。

　春の陽気を感じる中、手作りの里で焼き物にチャ

レンジしたり、昼食では、バーベキューをしながら

先輩との交歓を深めました。今年会長を務めた尚志

館高 3 年の田中悠志さんは「3 年間の活動の中で多

くの仲間と出会えてよかった。これからもＯＢで参

加したい」と満足した表情で話しました。

先輩の門出を祝福しました

　志布志運動公園陸上競技場周辺で開催された ｢2017 第 12 回しぶしポー
トマラソン大会｣ に市内外から 521 人が参加し、ハーフ、10km、５km、
３km、ファミリーコースを楽しみました。
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国鉄志布志線と大隅線の歴史を辿るバスツアーが開催
されました。

　３月 19 日、廃止されてから 30 年の節目を迎えた、

国鉄志布志線・大隅線の歴史を、線路跡や駅跡を見

学しながら楽しく学びました。参加者は「ガイドの

方の詳しい説明で、とても勉強になりました。昔、

通学で汽車に乗っていた頃が懐かしく、残っている

駅跡に感動しました。」と話していました。

国鉄の歴史を振り返りました

「小さな親切」実行章を受賞
日頃のボランティア活動が認められ、潤ケ野小学校が
志布志市ではじめての受賞となりました。。

　３月 14 日、同小学校で「小さな親切」実行章の

受賞伝達式が行われました。同小学校は、市社会福

祉協議会が行う「ふれあいボランティア活動事業」

に積極的に取り組み、全児童 18 名が 10 ポイント

を達成したことが公益社団法人「小さな親切」運動

本部に認められ、今回の受賞となりました。

鹿児島県トラック協会から市内の新入学児童 309 人に
交通標識のイラストが入った定規が送られました。

　3 月 15 日、同協会理事で大隅北支部長の脇 通吉

さんと市内の支部役員の皆さんが教育長室を訪れま

した。同協会は、道路を利用して事業を行うことか

ら、交通安全対策に熱心に取り組み、子どもたちの

交通安全のため、交通安全教材を県内の新入学児童

に贈るこの活動は、昭和 62 年から行われています。

新入学児童の交通安全を祈って

掃除に活用してください
志布志老人クラブから小 ･ 中学校に対してぞうきんや
タオルが寄贈されました。

　２月６日、同クラブ志布志支部（木幡一夫事務局

長）の皆さんが教育長室を訪れ、志布志地区の小 ･

中学校に対して多数のタオルやぞうきんを寄贈しま

した。同クラブは、社会貢献活動の一環として毎年

タオルやぞうきんを寄贈しており、各小・中学校で

は掃除など学校の美化活動に活用しています。

五社中舞踊同好会の皆さんが開催したチャリティー舞
踊ショーの収益金の一部を市に寄附しました。

　３月 21 日、同会の堂園悦子会長と会員の皆さん

が市長室を訪れ、志布志市の福祉に役立てて欲しい

と市長に寄附金 10 万円を手渡されました。

　同会は、昭和 63 年から 3 年に 1 度、チャリティー

舞踊ショーを開催しており、今年は 3 月 19 日に市

文化会館において開催しました。

チャリティショーの収益を寄附

災害時の相談体制を確保します
大規模災害時の相談業務等の応援に関して、鹿児島県
行政書士会（鎌田 敬 会長）と市が協定を締結しました。

　３月 21 日、市役所本庁において同会の志布志支

部の皆さんも同席の下、協定調印式が行われました。

　今回の協定により、大規模災害時に同会が被災者

支援相談窓口開設、必要書類の作成・提出補助など

を行い、被災者の支援体制が確保され、市民の円滑

な生活再建が図られることが期待されます。

焼酎の粉末茶割り「茶
ちゃーちゅう

酎」を全国へ
粉末茶で割る焼酎の飲み方を「茶

ちゃーちゅう

酎」として観光特産
品協会名で商標登録しました。

　３月 21 日、緑茶の消費拡大に取り組む「ベン

茶
ちゃ

ー宣言」を行う、お茶の生産者や商工業者等の有

志が、茶
ちゃーちゅう

酎が商標登録されたことを市長に報告し

ました。ベン茶
ちゃ

ー宣言の皆さんは、商標登録を機に、

特産品であるお茶の新しい飲み方を全国に広め、志

布志のお茶を盛り上げる活動に取り組まれます。

第 11 回志布志市障がい者スポーツ・レクリエーショ
ン大会が開催されしました。

　2 月 25 日、有明総合体育館で開催された同大会

に約 80 人が参加しました。同大会はスポーツ・レ

クリエーション等を通じ、障がい者の社会参加を促

進することを目的に毎年行っています。参加者は

ドッジビーやネットネット体操などのニュースポー

ツを楽しみながら、優勝を目指して競い合いました。

ニュースポーツを楽しみました
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　平成 29 年１月、県内の小学５年生、中学１・２年生を対象に行われた「鹿児島学習定着度調査」の結果につ

いてお知らせします。この調査には、「基礎・基本」と「思考・表現」を問う問題が盛り込まれています。

〈地区・県平均の通過率（％）との比較〉
◆小学５年生（現小学 6 年生）
　国語・社会は県との差はなく、算数・理科で県と５ポイント

の差があります。児童のつまずきに応じて、繰り返し練習問題

に取り組ませ、家庭学習も確実に行わせる必要があります。

タブレットパソコンを活用した授業づくり
�コミュニティ・スクールの推進

小中�一貫教育の研究
�志学教室・夏休み学習教室の充実

�幼 ･ 保・小・中の連携
�部活動の適正化

�大学との連携による教官・学生の活用

　平成 27 年度から中学生を対象にスタートした志学教室。
　毎月第１・４土曜日に英語と数学のテキストを用いて学習します。各中学校からは送迎の

バスも出ており、これらの経費は全て無料となっています。

　生徒や保護者からは「家庭での勉強時間が増えた」、「講師の方が分かりやすく教ええてく

れた」などの感想をいただいています。

　申込書は、学校等を通じて配布しますので多くの申込みをお待ちしております。

■問い合わせ先：�学校教育課�指導係�　℡：472-1111（内線 322）

◆中学１年生（現中学２年生）
　全教科で県平均を下回っています。学習への意欲をもたせ

る工夫をし、個人差に応じたきめ細かな指導を全校体制で取

り組んでいく必要があります。

◆中学２年生（現中学３年生）
　国語・数学・理科は県平均を上回り、学力が着実に向上し

ています。話し合い活動等により深く考えさせ、主体的な学

習が身に付けば、さらに学力が向上すると考えます。

学校教育・家庭教育が連携しながら取組を推進します。

学校教育
�
志アップ子育て手帳の活用
読み聞かせグループの活動推進
青少年育成活動への積極的参加
ＰＴＡ活動への積極的参加促進
スポーツ少年団活動の適正化
家庭教育便りの発行
学校応援団の活用促進

社会教育

共通実践

「そろえる」

平成 28 年度 鹿児島学習定着度調査結果をお知らせします

教科 国語 社会 算数 理科 英語
市 70.7 59.0 58.4 66.5 -

地区 69.8 59.4 61.7 70.4 -

県 70.9 61.4 64.2 71.8 -

教科 国語 社会 数学 理科 英語
市 63.8 45.9 55.6 43.5 56.3

地区 68.0 53.7 61.8 47.4 64.2
県 67.8 57.5 64.0 51.6 69.6

教科 国語 社会 数学 理科 英語
市 63.8 46.0 68.8 55.1 44.9

地区 59.3 48.3 63.2 52.8 51.3
県 61.7 51.9 66.5 55.0 57.4

　平成 28 年度に志布志市内の小 ･中学生の家庭に配布したアップ子育てて手帳。
「子どものほめ方叱り方」、「家庭教育学級のネタ」、「平成 29 年度の行事」など、子育てに関

して役に立つ情報を新しく挿入した平成 29 年度版を配布します。

　学級ＰＴＡ、家庭教育学級等でぜひご活用ください。

※�志アップ運動として、学校では「そろえよう」、家庭では「語ろう」、地域では「触れ合おう」

を推進しています。

\ 平成 29 年度も開催します！「志学教室（土曜学習教室）」/

\ ご活用ください！「志アップ子育て手帳」（平成 29 年度版）/

厚生労働大臣賞を受賞！
佐藤建具・ふすま店の佐藤隆洋さんが第 29 回技能グラ
ンプリで厚生労働大臣賞を受賞し日本一になりました。

　3 月 27 日、佐藤さんが受賞の報告のため市長室

を訪れました。2 月 10 日～ 13 日に静岡県で開催

された、熟練技能士が技能の日本一を競う全国規模

の競技大会の建具部門での日本一となりました。佐

藤さんはこの受賞により、県内初にして唯一の「さ

つまの名匠」第 1 号に県知事から認定されました。

市内企業・高校・行政等 144 名が参加して志布志市異
業種懇話会が開催されました。

　３月 23 日、志布志湾大黒リゾートホテルにおい

て市内企業の経営振興や企業誘致、雇用・就業機会

の創出につなぐため志布志市異業種懇話会を開催し

ました。併せて「ふるさと納税20億達成セレモニー」

も開催され、志布志港を中心とした本市産業の活性

化について意見交換が行われました。

志布志市異業種懇話会を開催

夏そばの栽培が評価されました
志布志市そば生産組合（下戸勝一組合長）が、平成 28
年度全国そば優良生産表彰の奨励賞を受賞しました。

　3 月 31 日、下戸さんが市長室を訪れ、東京都で

行われた表彰式で同組合の夏そば栽培の取組が評価

されて奨励賞を受賞したことを報告しました。

　同表彰は、一般社団法人日本蕎麦協会が主催し、

消費者へ良質なそばを提供するため、コスト・品質

など模範となる農家や団体を表彰するものです。

日本一！

開陽高校 2 年の大川ひなのさん（志布志町）が第 37
回九州高校ゴルフ選手権春季大会で優勝しました。

　3 月 21 日、大川さんが市長室を訪れ３月 14 日、

15 日に大分県で開催された同大会で、3 打差を追

いつき、プレーオフを制しての優勝を報告しました。

　大川さんは、志布志中学校を卒業後、熊本県のゴ

ルフ強豪校に進学しましたが、熊本地震で被災して

帰郷し、市内で練習を重ねてきました。

ゴルフの九州大会で優勝
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犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

　

最
近
、
市
内
で
飼
い
犬
に
よ
る
噛
み
付
き
や
、
大
型
犬

の
逃
走
等
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
犬
は
、
鹿
児
島
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
に
よ
り
、「
柵
等
の
囲
い
の
中
に
収
容
又
は
固
定
し
た

物
に
つ
な
い
で
お
く
こ
と
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

万
が
一
、
逃
げ
出
し
た
場
合
、
周
辺
に
多
大
な
迷
惑
を
か

け
る
だ
け
で
な
く
、
人
に
噛
み
付
く
等
の
被
害
が
発
生
す

る
と
、
飼
い
主
の
方
が
過
失
傷
害
罪
等
の
罪
に
問
わ
れ
る

場
合
や
、
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
飼
い
主
の
方

は
犬
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
管
理
状
況
を
再
度
ご
確
認
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
散
歩
の
際
に
も
引
き
綱
や
首
輪
を
し
っ

か
り
と
締
め
て
、
他
人
へ
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
動
物
を
飼
う
場
合
は
、
動
物
が
そ
の
命
を
終
え
る
ま
で

責
任
を
持
っ
て
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
正
し

く
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
を
守
り
適
正
な
飼
養
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが�あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館�　Tel�：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

３
月
の
新
刊

　

芽
吹
き
の
季
節
、
は
じ
ま
り
の
季
節
に
土

を
耕
し
、
植
物
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

本
格
的
な
農
業
の
本
か
ら
家
庭
菜
園
の
本

ま
で
集
め
て
い
ま
す
！

「　農　」
図
書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information
◆新緑の木漏れ日の中での緑陰読書会にみんなおいでよ！
　子どもの読書週間にあわせ、５月６日（土）１０時から文化会館前庭の新

緑の木陰で緑陰読書会を行います。新緑の木漏れ日の中、親子で家族で友だ

ち同士で緑陰読書会に参加しませんか。

◆ 聞かせ屋。けいたろうボランティア養成講座と絵本ライブ♪にみ
んなおいでよ！

　ウクレレの演奏にのって５月 26 日（金）１４時から図書館ボランティア

養成講座を、27日（土）１０時から絵本ライブ♪が開催します。

　けいたろうの楽しい絵本の世界へどうぞお越しください。

◆雑誌スポンサーを募集します！
　図書館の雑誌（月刊誌、週刊誌）のスポンサー（企業・団体等）を募集します。

　雑誌スポンサー制度は、スポンサーに雑誌の購入費用を負担していただき、

提供いただいた雑誌の最新号のカバーと雑誌棚に広告を掲載するものです。

※ 上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

◆
「
芝
公
園
六
角
堂
跡
」   

 

西
村 

賢
太
／
著 

　

厳
寒
の
深
夜
、
師
・
藤
澤
清
造
の
終
焉
地
に
佇

む
北
町
貫
多
。
何
の
為
に
私
小
説
を
書
く
の
か
。

予
定
調
和
と
は
無
縁
の
、
静
か
な
る
鬼
気
を
孕は
ら

ん

だ
作
品
集
。『
文
學
界
』
ほ
か
掲
載
を
単
行
本
化
。

文藝春秋

◆ 

「
人
間
じ
ゃ
な
い    

綾
辻
行
人
未
収
録
作
品
集
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

綾
辻 

行
人
／
著 

　

単
行
本
未
収
録
作
品
集
。「
人
形
館
の
殺
人
」

の
後
日
譚
「
赤
い
マ
ン
ト
」、「
ど
ん
ど
ん
橋
、
落

ち
た
」
の
番
外
編
「
洗
礼
」、「
深
泥
丘
奇
談
」
の

番
外
編
「
蒼
白
い
女
」
な
ど
、
自
作
と
さ
ま
ざ
ま

に
リ
ン
ク
す
る
短
編
・
中
編
全
５
編
を
収
録
す
る
。

講談社

児 

童
■
「
く
の
い
ち
小
桜
忍
法
帖 

４　

春
待
つ
夜
の
雪
舞
台
」

 
 

 
 

作
：
斉
藤 

洋 

絵
：
大
矢 

正
和

ジ
ュ
ニ
ア

■
「
超
吉
ガ
ー
ル 

５　

絶
交
・
超
凶
で
大
ピ
ン
チ
!?
の
巻
」

 
 

 
 

作
：
遠
藤 

ま
り 

絵
：
ふ
じ
つ
か 

雪

■
「
学
年
ビ
リ
か
ら
東
大
へ
進
み
、
作
家
に
な
っ
た
私
の
勉
強
法
」 　
著
：
竹
内 

薫

一 

般
■
「
ぼ
く
の
死
体
を
よ
ろ
し
く
た
の
む
」 

著
：
川
上 

弘
美

■
「
北
斎
ま
ん
だ
ら 

」 
 

 

著
：
梶 

よ
う
子  

■
「
無
意
味
な
人
生
な
ど
、
ひ
と
つ
も
な
い
」 

著
： 

五
木 

寛
之

休館日のお知らせ
【４月】　17日（月）、19日（水）、24日（月）

【５月】　１日（月）、８日（月）、15日（月）、17日（水）、22日（月）、29日（月）

おはなし会へ出かけよう！
４月・５月（土曜日開催）

本館
10時30分�〜

４月 15 日、22 日、29 日
５月 13 日、20 日

志布志分館
10時30分�〜 ４月 15 日

香月分館
10時30分�〜 ４月 22 日

安楽分館
14時�〜 ５月 13 日

松山分館
10時�〜 ４月 26 日（水）

有明分館
10時�〜 ４月 15 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」
　【毎週日曜日�午後３時〜】
　４月 16 日、23 日
　５月 ７ 日、14 日、21 日、28 日
※�内容は「ジャック・デュケノワのなかよ
しおばけ『おばけネス湖へいく』」など。

Ecology
Communication

本庁�市民環境課�環境政策室�環境政策係　℡：474�-�1111（内線 131 〜 134）
松山支所�総務市民課�℡：487�-�2111（内線 224）志布志支所�市民税務課�℡：472�-�1111（内線 224・225）問

花と緑いっぱいのまちをめざして

ひ
ま
わ
り
の
種
を
配
布
し
ま
す

　

ひ
ま
わ
り
を
栽

培
す
る
個
人
・
団

体
に
ひ
ま
わ
り
の

種
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
本
庁
・
各
支

所
の
衛
生
自
治
会

事
務
局
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

市
内
中
が
ひ
ま

わ
り
の
花
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン「
ゴ
ー
ヤ
の
苗
」

を
配
布
し
ま
す

　

市
及
び
市
衛

生
自
治
会
で

は
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
取
り

組
み
と
し
て
、

緑
の
カ
ー
テ
ン

の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
方
に
「
ゴ
ー
ヤ
の
苗
」
と
生

ご
み
堆
肥
「
お
か
え
り
循
ち
ゃ
ん
」
を

無
償
配
布
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
４
月
26
日
（
水
）
ま

で
に
本
庁
・
各
支
所
の
衛
生
自
治
会
事

務
局
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

エコ通信

ひまわりを育てよう！
①�種をまく：種のまき方は、配布する

袋に書いてあります。

②�花を楽しむ：種を蒔いてから約２か

月で花が咲きます。

③�種を収穫する：花が咲いてから１か

月程度で収穫できるようになります。

晴れた日に収穫し、種を落として乾

燥してください。

④�ひまわり油と交換：収穫したひまわ

りの種２kg 以上を本庁・各支所の衛

生自治会事務局にお持ちください。

衛 生 自 治 会

で 搾 油 後、

種 の 量 に 応

じ て ひ ま わ

り 油 と 交 換

します。
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文
芸

Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*

～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：田の神（野井倉地区）】

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

大
川
の
流
木
に
佇
ち
首
か
し
げ
水
鏡
恋
ふ
赤
し
ょ
う
び
ん
は　

	
	　

　
　

畑
山
む
つ
き

身
も
凍
る
シ
ベ
リ
ア
悲
劇
の
り
越
え
て
子
等
に
囲
ま
れ
今
の
仕
合
は
せ	

	　
　
　

福
元　
　

忍

こ
の
道
に
入
り
て
長
き
年
月
を
九
十
三
才
心
身
ぼ
ろ
ぼ
ろ　

	
	　

　
　

徳
田　

将
人

草
生
ひ
し
主
な
き
庭
に
立
ち
枯
れ
し
小
枝
に
か
ら
む
淡
き
月
か
げ　

	
	　

　
　

矢
野　

む
つ

独
り
居
の
老
い
を
励
ま
す
唄
踊
り
笑
い
止
ま
ら
ず
吾
が
身
も
踊
る　

	
	　

　
　

野
口　
　

嵐

ほ
ろ
苦
き
春
の
味
覚
の
蕗
の
薹
少
女
の
孫
は
顔
を
し
か
め
る　

	
	　

　
　

澤
津
川
頼
子

晴
天
の
高
隈
山
の
尾
根
あ
た
り
真
白
き
雪
の
マ
フ
ラ
ー
ま
と
う	

　
　
　

	

萩　
　

幸
子

雪
帽
子
か
ぶ
り
て
高
く
高
千
穂
の
山
並
み
映
え
る
朝
は
清
し
き　

	
	　

　
　

木
下
マ
キ
子

堪
え
た
る
丹
田
の
気
を
め
ぐ
ら
せ
ば
潮
み
ち
た
る
ご
と
し
指
の
先
ま
で	

	　
　
　

大
原　
　

繁

初
春
に
家
々
に
咲
く
花
々
は
道
行
く
人
々
の
足
を
止
む
る　

	
	　

　
　

水
上
カ
ズ
エ

妹
姪
等
逝
き
し
義
妹
も
見
送
り
し
吾
の
淋
し
さ
胸
の
疼
け
り　

	
	　

　
　

石
峰
カ
ズ
子

世
は
正
に
ふ
る
さ
と
納
税
激
化
し
て
礼
品
効
果
か
主
旨
ど
こ
に
あ
り	

　
　
　

福
岡　

国
博

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

早
春
の
ひ
か
り
眩
し
き
浜
辺
か
な　
　
　
　

春
日　

フ
ク

日
溜
り
の
小
石
の
間
よ
り
蕗
の
薹　
　
　
　

松
元　

咲
子

春
祭
旗
め
く
道
を
踊
り
連　
　
　
　
　
　
　

横
山　

良
子

啓
蟄
の
畑
の
大
き
な
穴
は
何　
　
　
　
　
　

本
村　

湧
水

良
き
事
を
待
ち
ゐ
る
日
々
に
春
立
ち
ぬ　
　

川
畑　

充
子

短
冊
に
白
寿
の
句
あ
り
梅
の
花　
　
　
　
　

熊
谷　

珠
乃

庭
先
の
枝
垂
れ
梅
の
木
満
開
に　
　
　
　
　

城
之
園
よ
し
え

Ｃ
Ｄ
の
録
音
を
終
へ
今
日
の
春　
　
　
　
　

本
村
多
可
子

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

世せ

わ

や
話
焼
っ
が	

過す

ぎ
っ
孫ま
ご

か
あ	

嫌き
ら

わ
れ
っ	

　
　
　

満
留　

ぐ
み

転い
な
ば
ち
ゅ

婆
言
が	

言ゆ

う
事こ

ち
ゃ
は
し
と	

筋す

ず
立た

て
っ　
　

野
村　

三
味

金ぜ
ん

が
無ね

で	

昼ひ
ん
ね寝
し
か
な
か	

春は
い
び
よ
い

日
和　
　
　
　
　
　

伊
地
知　

孝

自う
ぬ
ぼ惚

れ
婆ば	

我わ

が
を
褒ほ

め
ほ
め	

日ひ

を
送お

く

っ　
　
　
　

樋
渡
草
団
子

転い
な
ば
お
ご

婆
娘	

好す

っ
な
人ひ

て
会お

っ	

し
お
ら
し
ゅ
し　
　
　

木
藤　

冨
美

叱が

っ
た
ど
ん	

孫ま
ご

ん
理り
く
っ屈
も	

一い
ち
り理
あ
っ　
　
　
　
　

新
地　

十
意

震し
ん
さ
い災
の	

復ふ
っ
こ興
い
光ひ
か

や	

ま
だ
見み

え
じ　
　
　
　
　
　
　

新
地　
　

誠

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

小
春
日
に
誘
わ
れ
妻
も
赤
き
靴　
　
　
　
　

里
平　

信
義

託
急
便
泥
も
土
産
と
根
ご
と
詰
め　
　
　
　

岩
根　

長
初

凍
て
る
月
背
に
し
て
影
の
急
ぎ
を
り　
　
　

宮
ヶ
原
昌
平

田
ん
ぼ
の
案
山
子
動
い
た
人
間
だ
っ
た　
　

川
崎　

幸
夫

起
立
・
礼
・
山
桜
が
咲
き
出
し
た	

暉
峻　

康
瑞

穏
や
か
な
年
あ
れ
か
し
と
屠
蘇
を
酌
む	

八
久
保
チ
ズ
子

し
だ
れ
梅
春
日
の
愁
い
つ
ば
ら
か
に	

肥
後　

洋
子

春
近
し
京
都
の
孫
寄
り
便
り
有
り	

吉
村　

公
平

喜
寿
の
梅
雨
伸
び
る
は
髪
と
爪
ば
か
り	

池
添　

章
一

春
日
さ
す
艶
き
色
の
ペ
ル
シ
ャ
猫	

末
永　

一
雄
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新
年
度
を
迎
え
、
入
学
や
入
社
、
人

事
異
動
、
ま
た
は
気
候
の
変
化
な
ど
で

環
境
が
変
化
し
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
が

多
く
な
る
時
期
で
す
。

　

心
と
体
は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
過

剰
な
ス
ト
レ
ス
が
、
心
と
体
の
不
調
と

し
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
に
は

◆
呼
吸
法
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

感
情
と
呼
吸
は
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す
。
心
身
が
緊
張
し
た
状
態
に
な
る

と
、
呼
吸
は
浅
く
短
く
な
り
、
心
も
体

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
せ
ん
。

　

不
安
な
と
き
、
眠
れ
な
い
と
き
、
イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
き
、
下
記
の
方
法

を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
深
く
、
ゆ
っ

く
り
呼
吸
す
る
こ
と
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
生
活
リ
ズ
ム
を
一
定
に

　

眠
れ
な
い
、
起
き
ら
れ
な
い
、
食
欲

も
な
い
…
。

　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
普
段
の
生
活

リ
ズ
ム
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

生
活
リ
ズ
ム
が
一
定
だ
と
体
調
も
整

え
や
す
く
、
気
持
ち
の
落
ち
着
き
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

◆
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
大
切

　

不
規
則
な
食
生
活
、
偏
っ
た
食
事
内

容
は
脳
内
の
栄
養
不
足
を
招
き
、
感
情

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
神
経
伝
達
物
質

が
不
足
し
が
ち
で
す
。

　

食
事
は
一
品
で
済
ま
せ
る
よ
り
も
、

「
主
食
・
副
菜
・
主
菜
」
を
組
み
合
わ
せ

る
よ
う
意
識
す
る
こ
と
が
お
勧
め
で
す
。

◆
思
い
っ
き
り
休
ん
で
休
養
を

　

休
日
に
何
も
し
な
い
、
の
ん
び
り
し

た
時
間
が
あ
り
ま
す
か
？

　

音
楽
を
聴
い
た
り
、
散
歩
を
し
た
り
、

自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
で
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
こ
と
が
気
分
転
換
に
つ
な
が

り
ま
す
。

◆
「
で
き
る
自
分
」
に
目
を
向
け
る

　

問
題
を
抱
え
て
い
る
と
、
原
因
を
探

し
た
り
、
自
分
の
弱
さ
や
欠
点
ば
か
り

に
目
が
行
き
が
ち
で
す
。
で
も
、
実
際

は
「
で
き
て
い
る
こ
と
」
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

ほ
ん
の
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
違
う

見
方
を
す
る
と
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

心
と
体
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン

　

当
て
は
ま
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

い
つ
も
の
自
分
と
違
い
、
当
て
は
ま

る
も
の
が
あ
っ
た
時
に
は
、
家
族
や
友

人
な
ど
身
近
な
人
に
話
を
し
た
り
、
時

に
は
専
門
家
や
専
門
医
に
相
談
し
て
み

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 
志布志市健康カレンダー（４月・５月）

健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課		保健対策係		℡：474	-	1111（内線 164 ～ 168）　問

日曜・祝日当番医

※�夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※�都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※�受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

　

変
化
の
多
い
季
節
到
来

～
元
気
で
過
ご
す
た
め
に
～

今月お話しするのは…

保健師の藤田です！

心
と
体
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

□
不
安
や
心
配
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
。

□
物
事
に
集
中
で
き
な
い
。

□
だ
る
さ
が
続
く
。

□	

今
ま
で
に
な
か
っ
た
よ
う
な
、

仕
事
上
の
ミ
ス
を
す
る
。

□	

寝
つ
き
が
悪
い
、
ま
た
は
良
く

眠
れ
な
い
。

□	

何
事
に
も
興

味
が
わ
か
ず
、

楽
し
く
な
い
。

□
す
ぐ
疲
れ
る
。

□	

食
欲
が
な
い
、
ま
た
は
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
う
。

□	

他
人
の
言
動
が
気
に
な
る
（
悪

口
を
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
な
ど
）

４月

５月
３日 山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

４日 大山病院 （内科） ℡472-1400

５日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科） ℡ 472-1100

７日 手塚クリニック （内科、外科） ℡472-5565

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

14 日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

21 日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

28 日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

母子手帳の交付日は…
●	本庁：第１・第３水曜日の午後
●	松山支所：第２・第４水曜日の午前
●	志布志支所：毎週月曜日の午前

１歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
４ 月 19 日（水）：健康ふれあいプラザ
５ 月 17 日（水）：健康ふれあいプラザ
３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
４ 月 26 日（水）：健康ふれあいプラザ
５ 月 31 日（水）：健康ふれあいプラザ
乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
４ 月 13 日（木）：健康ふれあいプラザ
５ 月 18 日（木）：健康ふれあいプラザ
両親学級【９：20 ～９：30 受付】
４ 月 18 日（火）：健康ふれあいプラザ
５ 月 16 日（火）：健康ふれあいプラザ
５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
４ 月 20 日（木）：健康ふれあいプラザ
５ 月 11 日（木）：やっちくふれあいセンター
※やっちくふれあいセンターは 13：00 ～ 13：15 受付
２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
４ 月 14 日（金）：健康ふれあいプラザ
４ 月 28 日（金）：有明地区公民館
５ 月 11 日（木）：やっちくふれあいセンター
１歳児お誕生相談【９：30 ～ 10：00 受付】
４月 2 5 日（火）：やっちくふれあいセンター
５月 1 2 日（金）：川西地区公民館
育児相談【10：30 ～ 12：00】
４月 2 5 日（火）：やっちくふれあいセンター
５月 1 2 日（金）：川西地区公民館
育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】
４月 2 1 日（金）：健康ふれあいプラザ
５月 2 6 日（金）：健康ふれあいプラザ
特定・がん検診
５月 2 0 日（土）～ 28 日（日）、31 日（水）
※時間・会場等詳しくは、個別に配布される文書でご確認ください。

16 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

曽於医師会立有明病院 （内科） ℡ 477-1111

23 日 手塚クリニック （内科、外科） ℡472-5565

松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

29 日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

30 日 ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

山口内科 （内科） ℡ 473-1188

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
呼
吸
法

①
楽
な
姿
勢
で
椅
子
に
座
る
。

②	

軽
く
目
を
閉
じ
て
、肩
の
力
を
抜
き
、

ゆ
っ
た
り
す
る
。

③	

心
の
中
で
「
１
・
２
・
３
」
と
数
え
な

が
ら
、ゆ
っ
く
り
鼻
か
ら
息
を
吸
う
。

④
「
４
」
で
い
っ
た
ん
止
め
る
。

⑤	

心
の
中
で
、「
５
～
10
」
ま
で
数
え

な
が
ら
口
か
ら
吐
き
出
す
。

こころの体温計			試してみませんか？
　携帯電話やパソコンを利用して、気軽に心のストレスチェックができます。

　健康状態や人間関係、住環境などの 13 問の質問に回答すると、金魚や黒金魚、

猫など複数のキャラクターがあなたのストレス度や落ち込み度を表します。

パソコンからはこちら

URL：		http://fishbowlindex.jp/shibushi/ ２次元バーコード



　

市
で
は
、
イ
ワ
ガ
キ
・
ト
コ
ブ

シ
・
ア
サ
リ
等
の
養
殖
事
業
い
わ

ゆ
る
「
育
て
る
漁
業
」
を
実
施
し
、

後
継
者
、
新
規
就
業
者
が
安
定
的

な
生
活
を
営
め
る
産
業
の
形
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
志
布
志
の
新
し
い
ブ

ラ
ン
ド
食
材
と
し
て
位
置
づ
け
、

生
産
・
販
売
促
進
を
進
め
る
こ

と
で
、
グ
ル
メ
を
絡
め
た
着
地
型
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
～
志
布
志
間
に
就
航
し
て

い
る
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
等
を
活
用

し
て
、
都
市
部
へ
の
販
売
・
輸
送
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

今
回
の
動
画
で
は
、
養
殖
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
関
係
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
動
画
な
ら

で
は
の
表
現
と
い
う

こ
と
で
、
オ
イ
ス

タ
ー
ロ
ッ
ク
と
い
う

架
空
の
登
場
人
物
を

ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー

（
語
り
部
）
と
し
て
、

起
用
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
方
が
楽
し
め

る
作
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

作
品
を
見
ら

れ
た
方
に
良
い

意
味
で
「
行
政
」

色
を
感
じ
さ

せ
な
い
も
の
と

な
っ
た
作
品
で

す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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志
布
志
市
の
本
質
的
な
価
値
や
発
展
の

可
能
性
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
コ
ラ
ム
、
今

回
は
志
布
志
の
大
切
な
水
源
・
湧
水
の
価

値
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
月
、
志
布
志
市
の
美
し
い
湧
水
を
題

材
に
し
た
志
布
志
市
Ｐ
Ｒ
動
画
【 

″
飲
ま

ず
に
は
通
れ
な
い
水
が
し
た
た
る
〟
種
田

山
頭
火
】
が
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
※1

　

そ
の
動
画
で
も
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
が

「
自
由
律
俳
句
」
※2
で
著
名
な
俳
人
・
種

田
山
頭
火
氏
が
昭
和
５
年
10
月
10
日
か
ら

12
日
ま
で
、
こ
こ
志
布
志
の
地
を
訪
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
志
布
志
市
内
に
は
、
こ
の

時
の
種
田
山
頭
火
氏
の
句
碑
が
数
多
く
点

在
し
、
歴
史
文
化
的
に
も
と
て
も
貴
重
な

観
光
資
源
を
残
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
句
碑
に
は
い
ず
れ
も
大
自
然
に
恵
ま
れ

た
志
布
志
市
の
風
景
と
そ
こ
に
表
れ
る
同

氏
の
旅
情
が
記
さ
れ
た
貴
重
な
俳
句
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
や
は
り

前
述
の
志
布
志
市
の
水
の
美
し
さ
、
尊
さ

に
つ
い
て
書
か
れ
た
俳
句
「
飲
ま
ず
に
は

通
れ
な
い
水
が
し
た
た
る
」
が
特
別
な
意

味
と
輝
き
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す 

。

　

と
こ
ろ
で
、
本
コ
ラ
ム
で
も
何
度
か
言

及
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」、
志
布
志
市
で
は
返
礼
品
事

業
の
本
格
導
入
と
な
っ
た
平
成
27
年
度

（
平
成
27
年
６
月
～
平
成
28
年
３
月
）
に

約
７
億
５
千
万
円
、
平
成
28
年
度
（
平
成

28
年
４
月
～
平
成
29
年
３
月
）
に
約
22
億

円
の
寄
附
を
集
め
全
国
最
上
位
と
も
言
え

る
躍
進
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
を
は
じ
め
豊
富
な
海
産
物
、

農
作
物
に
恵
ま
れ
た
志
布
志
市
の
地
域
特

産
品
が
全
国
的
に
高
い
人
気
を
集
め
て
い

る
背
景
に
は「
安
全
」「
安
心
」「
美
味
し
い
」

と
い
う
食
材
へ
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち

出
せ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

さ
ら
に
そ
の
根
源
的
な
理
由
に
は
シ
ラ
ス

台
地
で
育
ま
れ
た
こ
こ
南
九
州
志
布
志
の

水
が
豊
富
で
綺
麗
で
あ
る
と
い
う
こ
と
へ

の
共
通
認
識
や
期
待
感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
点
、
私
た
ち
が
日
々
暮
し
て
い
く
た

め
に
必
須
で
あ
る
生
活
用
水
と
し
て
安
全
・

安
心
な
水
源
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、物
産
振
興
の
観
点
か
ら
も「
清

ら
か
な
水
源
・
湧
水
」
は
志
布
志
市
に
と
っ

て
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
が
あ
り
、
守
る
べ
き

尊
き
価
値
資
源
だ
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、
昨
今
、「
行
き
過
ぎ
た
返
礼
品

合
戦
」
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
へ
規
制
を

求
め
る
声
が
都
市
部
の
自
治
体
首
長
や
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
か
ら
発
信
さ
れ
、
そ

れ
を
受
け
て
政
府
が
返
礼
品
金
額
の
上
限

な
ど
一
定
の
基
準
を
明
確
化
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
、
商
品
券
や
電
化

製
品
を
お
礼
の
品
に
採
用
し
て
い
る
そ
の

他
自
治
体
の
あ
り
方
は
確
か
に
制
度
趣
旨

に
反
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
自
体
は
「
都
市
部
か
ら
地
方
へ
お

金
や
人
の
流
れ
を
生
み
、
地
方
か
ら
都
市

部
は
特
産
品
な
ど
物
の
流
れ
を
生
む
」
と

す
る
本
来
当
初
か
ら
の
制
度
趣
旨
を
踏
み

外
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
世
間
の
捉
え
方
が
あ

る
中
で
こ
そ
、
全
国
的
に
上
位
の
申
込
件

数
と
寄
附
金
を
集
め
る
こ
と
の
で
き
た
自

治
体
と
し
て
、
集
ま
っ
た
寄
附
金
の
使
い

途
を
明
確
に
し
、
数
多
く
の
自
治
体
か
ら

志
布
志
市
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
感
謝
の

気
持
ち
を
は
っ
き
り
発

信
す
る
、
と
い
っ
た
本

質
的
な
あ
り
方
が
志
布

志
市
に
も
問
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
集
ま
っ
た
寄
附
金
の
使
い
道
の
一
つ

と
し
て
志
布
志
市
の
水
源
・
水
質
を
守
る

活
動
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
の
大

切
な
価
値
資
源
を
守
る
た
め
に
も
、
中
長

期
的
な
物
産
振
興
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
守
る
た
め
に
も
、
ま
た
全
国
の
寄
附
者

が
納
得
し
期
待
す
る
寄
附
金
の
使
わ
れ
方

と
し
て
も
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
使
い
途
と
し
て
志
布
志
市
の
大
切
な
水

源
自
然
の
保
全
の
取
組
が
進
む
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。 

※ 

１
：
志
布
志
市
情
報
発
信
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
シ
シ
ガ
ー
デ
ン
」・「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
」
に
て
２
０
１
７
年
３
月
９
日 

配

信
開
始

※ 

２
：「
自
由
律
俳
句
（
じ
ゆ
う
り
つ
は
い

く
）」：
季
語
や
五
・
七
・
五
と
い
う
定
型

俳
句
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
作
ら
れ
る

俳
句
。
自
然
律
な
ど
と
も
言
わ
れ
る
感

情
の
自
由
な
律
動
を
表
現
す
る
こ
と
に

重
き
が
置
か
れ
る
。（
参
考
文
献
「
自
由

律
俳
句
」
瓜
生
鉄
二
氏
・『
現
代
俳
句
大

辞
典
』
三
省
堂
２
０
０
５
年
11
月
20
日
）

本庁	企画政策課	地方創生推進室（シシガーデン事務局）℡：474-1111（内線 254）問
志布志市が取り組む「ブランドづくり」を紹介します！

こころざし ブランド通信 Shibushi Brands News 

コラムニスト：ふじやま学校 
代表取締役 坂本貴弘　神奈川
県出身。志布志ブランド推進
アドバイザーとしてブランド
作りに携わる。東京大学卒業。

『
志
布
志
市
が
守
る
べ
き
自
然
資
源
・
湧
水
の
価
値
』

こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム

　
第
35
回

　

本
市
に
は
「
白
銀
堂
物
語
」
と
い
う
民

話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
志
布
志
の
廻
船

業
者
児
玉
左
衛
門
と
沖
縄
県
糸
満
市
の
漁

師
美み
ど
ん殿
と
の
物
語
で
す
。

　

両
者
と
も
実
在
し
た
人
物
と
し
て
、
糸
満

市
に
は
神
社
、
志
布
志
市
の
児
童
公
園
内
に

は
児
玉
左
衛
門
と
同
一
視
さ
れ
る

児
玉
伝
左
衛
門
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

糸
満
市
で
は
、
こ
の
物
語
で

描
か
れ
た
背
景
を
非
常
に
大
切

に
し
、
人
々
の
白
銀
堂
へ
の
信

仰
心
も
非
常
に
厚
く
、
こ
の
場

所
で
は
旧
暦
行
事
の
祭
祀
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
志
布
志
市
で
は
こ
の

物
語
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
回
の
動
画
で
は
、
糸
満
市

で
取
材
を
行
い
、
白
銀
堂
物
語

の
ル
ー
ツ
と
糸
満
市
と
志
布
志

市
の
繋
が
り
を
検
証
し
、
白
銀

堂
物
語
の
周
知
と
そ
の
素
晴
ら

し
さ
を
市
内
外
の
多
く
の
人
に

伝
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
昔
か
ら
開
か
れ
た
港
と

し
て
様
々
な
国
々
と
の
交
易
や
文

化
交
流
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
志
布
志
に
は
実
際

に
琉
球
の
文
化
の
影
響
を
受
け

た
も
の
も
非
常
に
多
く
、
麓
地

区
の
武
家
屋
敷

群
に
は
石
敢
當

が
あ
り
、
大
慈

寺
に
は
藩
政
時

代
に
禅
門
を
学

ん
で
い
た
琉
球

僧
の
墓
が
現
存

し
ま
す
。

　

白
銀
堂
物
語
を
通
し
て
、
市
民
が
改
め

て
志
布
志
の
歴
史
に
触
れ
、
関
心
を
も
つ

こ
と
で
、
先
祖
の
持
つ
「
志
」
に
触
れ
、

郷
土
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

作
品
の
中
で
は
、
白
銀
堂
物
語
（
諸
説

あ
り
）
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

岩
牡
蠣
は
枇
榔
島
の
夢
を
見
る
か

特産品ＰＲ動画▼

歴史散策ＰＲ動画▼ 白銀堂物語の故郷を訪ねて
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◆公売方法：入札方式　　

◆	携行品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許証等）

　公売保証金（現金または小切手で納めてください。）

※代理人による入札の場合、委任状及び代理人の印鑑・身分証明書

◆その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

税の広場

今月の納税

口座振替日：

５ 月 １ 日（月）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●国民健康保険税（１期）
●介護保険料（１期）
●後期高齢者医療保険料（１期）

※�納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちの上、交付請求し
てくださいますようお願いします。 本庁		税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153）	

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

納　期　限：

平成28年度 滞納処分等実施状況について
　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数
　（平成 28 年度 ４～２月） 3 0 6 件
差押えの内容：
●債　権：63 件　●預貯金：170 件

●不動産：57	件　●給　与：14	件

●動　産：２	件

不動産公売会を実施します。
国民健康保険の財政は、

危機的状況です！
特定健診を受診した場合と受診していない場合の生活習慣病に

かかっている方の一人当たり医療費は、特定健診を受診してい
ない場合の方が、統計的に「約 27 万円」高くなっています。

特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになり
ますので、国民健康保険の皆様も特定健診を受診するよう

お願いします。　

シリーズ・国保

本庁		税務課　滞納整理係　℡：474-1111　（内線 153）	問

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

29-１ 松山町泰野字堀ノ内 3274 番４　　田　　646㎡ 189,000 円 ―

29-２ 志布志町志布志字関屋 2623 番１　宅地（現況：雑種地）146.50㎡ 76,000 円 ―

29- ３
志布志町志布志字関屋 2625 番１　宅地（現況：雑種地）124.24㎡　
農家住宅　木造セメント瓦葺平屋建　22.31㎡　　附属家　木造セメント瓦葺平屋建　31.04㎡
※農家住宅（未登記）及び附属家（未登記）は廃屋です。

64,000 円 ―

29- ４ 志布志町帖字花尾 9847 番 25　山林　243㎡ 7,000 円 ―

29- ５ 志布志町帖字花尾 9847 番 27、9870 番３　原野（現況：山林）、9869 番、9870 番、
9870 番２　山林　　５筆 3857㎡ 80,000 円 ―

29- ６ 志布志町帖字花尾 9871 番　山林　136㎡ 4,000 円 ―

29- ７ 志布志町帖字花尾 9888 番４　山林　640㎡ 17,000 円 ―

29- ８ 志布志町帖字石ヶ野 9902 番２　山林　928㎡ 24,000 円 ―

29-９ 志布志町帖字後迫 10171 番　宅地　483.00㎡
居宅　木造セメント瓦葺平家建　121.85㎡ 2,651,000 円 266,000 円

●５月 24 日（水）入札実施分（９時 30 分受付　10 時入札）　　入札会場：市役所本庁別館２階Ｃ会議室
！

４ 月 2 5 日（火）

※ 売却区分番号 29-1 は農地のため、入札に参加するためには、「買受適格証明」を提出していただきます。「買受
適格証明」については、４月 28 日（金）までに申請してください（転用しようとする場合の申請はできません）。
詳細については、志布志市農業委員会（℡：487-2111 内線 302）までお問い合わせください。

※公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

国民健康保険の各種がん検診等の助成について

■問い合わせ先：保健課	　℡：474-1111　国民健康保険係	（内線：122 ～ 125）　　保健対策係（内線：164）

国民健康保険被保険者がん検診等の助成額一覧
区　分 対象者※１ 料　金 市と国保の助成額※２

胃がん検診
30 歳以上

無　料

4,752 円　

大腸がん検診 1,640 円　

子宮がん検診 20 歳以上 3,580 円　

骨粗しょう症検診
30・35・40・45・50・

55・60・65・70 歳の女性
843 円　

乳がん検診

マンモグラフィ 1 方向
50 歳以上 5,142 円　

乳がん検診

マンモグラフィ 2 方向
40 歳～ 49 歳 7,406 円　

前立腺がん検診 40 歳以上 1,850 円　
※１：年齢は、平成 30 年４月１日を基準にしています。

※２： 国保の方のがん検診等の受診料を無料とするため、市と国保で助成して

います。

保養所、はり・きゅう利用券の交付について

国民健康保険被保険者の

方は、なんと『無料』で

がん検診等を受診するこ

とができます！

　がん検診等を受診するこ

とは、お得となりますので、

ぜひ受診をお願います。

　市では、国民健康保険の被保険者の健康増進を図る目的で、各種がん検診等の自己負担分を助成しています。

 無料で受診することができますので、ぜひ、この機会に受診してください。

　５月 20 日（土）から始まる特定健診に併せて、胃がん検診、大腸がん検診及び前立腺がん検診を受診できます。（子

宮がん検診、骨粗しょう症検診及び乳がん検診は、別の日に実施します。）

　国民健康保険の加入者の方は、検診当日に国民健康保険の保険証をご持参ください。

　対象者や年齢については、下の表をご覧ください。

　平成 29 年４月から平成 29 年度の『保養所、はり・きゅう券』を発行しています。交付を希望される方は、印鑑と保

険証をご持参ください。

　交付を受けた方は、計画的に利用していただき、健康増進に努めてください。（利用者名を記載していますので、利用

前に必ずご確認ください。）

◆保養所利用券対象者：65 歳以上の全市民の方

◆はり、きゅう受診券対象者：● 30 歳以上の国民健康被保険者の方　●後期高齢者医療保険の被保険者の方
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ス
マ
ホ
で
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
に
あ
っ
た
ら

◆
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
と
新
た
な
手
口

①�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
無
料
の
動
画
を
見
よ
う
と
操

作
す
る
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に「
登
録
完
了
」と
表
示
さ
れ
る
。

③�

高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
。（
請
求
と
同
時
に

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
鳴
り
、
写
真
を
撮
ら

れ
た
と
勘
違
い
さ
せ
る
新
し
い
手
口
）

④�

「
退
会
は
こ
ち
ら
」
の
表
示
を
押
す
。（
こ
の
時
、

自
分
の
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
が
相
手

に
伝
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。）

⑤�

事
業
者
へ
つ
な
が
り
、「
会
員
登
録
済
み
。
支
払

う
よ
う
に
」
と
請
求
さ
れ
る
。

⑥�

相
談
先
を
探
そ
う
と
同
一
画
面
で
検
索
す
る
と
公

的
な
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
は
異
な
る
民
間
の
事

業
者
に
つ
な
が
る
。

⑦�

「
解
決
す
る
に
は
費
用
が
か
か
る
。
急
が
な
い
と

い
け
な
い
」
と
せ
か
さ
れ
る
。

◆
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に

●�

請
求
さ
れ
て
も
、
内
容
に
納
得
で
き
な
い
場
合
は

支
払
わ
な
い
。

●�

あ
わ
て
て
サ
イ
ト
業
者
に
連
絡
し
な
い
。

●�

自
分
が
相
談
し
て
い
る
先
が
公
的
な
窓
口
な
の
確

認
す
る
。

※�

参
考
資
料
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
く
ら
し
の
豆

知
識
」

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
役
所��

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

年金知っ得!?

インフォメーション

pension

「共生・協働・自立」
皆でつくろう

のまち

consumer 
affairs

男女共同参画
もっと身近に！

Gender 
Equality

消費生活相談
知ってる？

community

共生・協働・自立のまちづくりを
目指して次の事業を募集します！
　市では、市民団体、自治会等が地域の課題解決に
向け自主的・継続的に取り組む公益的な事業に対し
て補助金を交付しています。

◆市民提案型共生・協働・自立のまちづくり事業
※募集期間：４月～５月
　本来行政が行うべき事業を、市民グループが実施
することにより、効果的で効率的な事業展開が見込
まれる、特に公共性の高い事業に対して補助金を交
付します。
●�交付額：事業の対象経費の全額（限度額 50 万円、
千円未満切り捨て）
●条件：10人以上の市民グループ
●決定：審査会を開催し、採択の可否を決定します。

◆共生・協働・自立の市民活動支援事業
※募集期間：随時
　自らが企画・立案・実施する市民活動の支援を目
的とし、その内容がグループの目的を達成するため
に適当であると市長が認めた事業に対して補助金を
交付します。
　ただし、1団体につき 1年度１事業とし、同一事
業通算３回まで申請が可能です。
●�交付額：事業の対象経費に補助金を受けた回数に
応じた補助率及び補助金額（農林産加工・販売場
については、限度額 50万円で１回限り助成）
　・1回目：事業の対象経費の 2/3（上限 10万円）
　・2回目：事業の対象経費の 1/2（上限７万５千円）
　・3回目：事業の対象経費の 1/3（上限 5万円）
※�過去に共生・協働・自立の社会づくり担い手育成
事業補助を受けた事業（団体）については、本事
業の回数に通算します。
●条件：５人以上の市民グループ
※�両事業とも、対象となる事業の経費は 3万円以上
（千円未満切り捨て）ですが、人件費、食糧費、団
体の経常的な運営維持管理費などは補助対象外と
なります。ただし、市民提案型共生・協働・自立
のまちづくり事業は、事業実施に直接必要な者に
係る人件費のうち、補助対象経費の総額の４分の
１までは補助対象とすることができます。
　�また、両事業ともに、年度内に事業完了（実績報
告含む）することができるものに限ります。
■問い合わせ先：企画政策課�地域政策係�
　℡：474-1111（257・252）

平
成
29
年
度 

年
金
移
動
相
談
所
開
設
日

◆
本
庁
（
別
館
１
階
Ａ
会
議
室
、
10
時
～
15
時
）

●
平
成
29
年
6
月
22
日
（
木
）

●
平
成
29
年
９
月
28
日
（
木
）

●
平
成
30
年
１
月
25
日
（
木
）

◆
志
布
志
支
所
（
５
階
会
議
室
、
10
時
～
15
時
）

●
平
成
29
年
８
月
24
日
（
木
）

●
平
成
29
年
11
月
21
日
（
火
）

●
平
成
30
年
３
月
22
日
（
木
）

◆
松
山
支
所
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、10
時
～
15
時
）

●
平
成
30
年
２
月
22
日
（
木
）

◆
予
約
の
方
法

　

市
役
所
本
庁
及
び
各
支
所
の
年
金
担
当
係
に
、
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
間
：
相
談
日
の
1
か
月
前
か
ら
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●�

電
話
受
付
時
間
：
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

●�

そ
の
他
：
電
話
で
お
申
込
み
の
際
、
相
談
者
氏
名
、

基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
市
役
所
年
金
係
ま
た
は
鹿
屋
年
金
事

務
所
（
℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

●
本
庁
市
民
環
境
課
年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１�（
内
線
１
１
６
）

●
志
布
志
支
所
市
民
税
務
課
年
金
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１�（
内
線
２
２
１
）

●
松
山
支
所
市
民
課
市
民
係

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１�（
内
線
２
２
６
）

暴力被害者支援講座を開催しました

　２月 25 日、有明地
区公民館において、久
留米市男女平等推進セ
ンター相談コーディ
ネーター・社会福祉士
の石本宗子さんを講師
に迎え、「ＤＶ、性暴力被害者の現状と求められる支
援」と題して講座を開催しました。
　ＤＶ、性暴力被害の実態を理解し、求められる被
害者支援を学習するため実施した同講座は、加害者
の特徴、被害者の状況、支援の際の留意点など事例
紹介を交えて行われました。参加者からは「実体験、
実情を聞くことができて理解が深まった。正しい理
解が重要だと感じた」と感想が聞かれました。

≪ビデオレター～志布志市女性支援推進会議～≫

を作成しました！

　「ふるさと志布志市の良

さ・思い」を伝えるビデオ

レターです。志布志市女性

支援推進会議委員がみつけ

た志布志市内の良いとこ

ろ、懐かしい風景をインタ

ビュー等をまじえて手作り

の映像で紹介しています。

ぜひご覧ください。

■問い合わせ先：企画政策課��男女共同参画推進室
　℡：474-1111（内線 250・258）

�ＤＶ、デートＤＶで悩んでいませんか。

相談無料、秘密は守ります。

◆志布志市女性支援相談専用フリーダイヤル　

　℡：0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54（月�～�金��8：30 ～ 17：00）
※身の危険を感じた場合は 1 1 0 番へ

《�男女共同参画・ＤＶに関する研修用DVD、まちづく
り出前講座、ぜひご利用ください。お待ちしています。》

動画は、市ホームページの
「ブランド動画」から見るこ
とができます。
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●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合「ペンネームなし」で掲載いたします

●希望するプレゼントの番号

●ご住所　□□□�－�□□□□

●電話番号（　　　）　　　－

お手数ですが

切手をお貼り

ください

8 ９ ９ ７ ４ ９ ２-

郵便はがき

志布志市役所��企画政策課

広報係　行
（No.136/2017- ４）

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選で、ひまわり券 5 枚と、

①�㈲ 加治木水産さんの「佃煮

ちりめん」（2 ページ）、

②�若潮酒造㈱さんの「焼酎セッ

ト」（34 ページ）、

③ �FM 志布志さんの「むかし話の

CD（3枚セット）」（42 ページ）

のいずれか１つを各 5 名にプレ

ゼントします！

　欲しいプレゼントを１つ選ん

で、ぜひご応募ください！

　

今
月
は
、
志
布
志
町
に
お
住

ま
い
の
克
德
さ
ん
、
サ
チ
子

さ
ん
ご
夫
婦
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

お
二
人
と
も
安
楽
の
ご
出
身

で
、
親
戚
の
紹
介
で
知
り
合

い
、
昭
和
38
年
に
結
婚
。
そ
れ

か
ら
ず
っ
と
お
二
人
で
農
業
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
ば
こ
を

24
年
、
そ
の
後
は
か
ぼ
ち
ゃ
を

29
年
作
っ
た
そ
う
で
す
。
農
業

を
し
な
が
ら
三
人
の
子
ど
も
を

育
て
「
忙
し
く
て
部
活
動
の
応

援
に
行
け
な
か
っ
た
の
が
残
念

だ
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

農
業
は
昨
年
ま
で
で
ひ
と
段

落
し
て
、
現
在
は
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
お
二
人
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
が
ん
ば
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ど
ち
ら
が
お
上
手

で
す
か
と
た
ず
ね
る
と
「
二
人

で
変
わ
り
ば
ん
こ
だ
ね
」
と
こ

こ
で
も
仲
の
良
い
と
こ
ろ
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

花
を
育
て
る
こ
と
が
趣
味
と

い
う
お
二
人
。
克
德
さ
ん
は

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
や
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
な
ど
の
長
く
楽
し
め
る
鉢

物
、
サ
チ
子
さ
ん
は
菊
を
は
じ

め
切
花
用
の
花
を
た
く
さ
ん
育

て
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
た
く

さ
ん
育
て
す
ぎ
て
、
ご
自
宅
だ

け
で
は
飾
り
き
れ
ず
「
家
族
や

友
達
の
家
に
ま
で
飾
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
」
と
笑
顔
で
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
二
人
仲
良
く
、

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　 克德さん (79 歳）

　　 サチ子さん（76 歳）

　　　   　 　  　　　（志布志町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！ 【有明町】 稜
り ょ う

央 さん　(21 歳）

今月の 題字

　小学校 ６年

　 紗
さ き

熙 さん

　

今
月
か
ら
６
年
生
に
な
っ
た
紗
熙

さ
ん
が
４
月
号
の
題
字
を
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。
算
数
が
苦
手
と
い
う
紗

熙
さ
ん
で
す
が
、６
年
生
で
は
頑
張
っ

て
苦
手
を
克
服
し
た
い
そ
う
で
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
は
セ
ッ
タ
ー
を
務

め
て
い
る
紗
熙
さ
ん
。
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
な
ど
外
で
友
達
と
遊
ぶ
の
が
楽
し

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
６
年
生

で
は
体
力
を
つ
け
て
持
久
走
大
会
で

１
番
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
苦
手
克
服
、
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　現在のお仕事について教えてください

Ａ ．大崎町の大丸保育園で保育士として働いています。この３月で

丸１年が経ちました。

Ｑ　１年間保育士として働いてみてどうでしたか？

Ａ ．子どもが好きで、小さい頃からの夢だった保育士になることが

できました。

　 　子どもたちが本当にかわいくて、毎日楽しみながら働くことが

できています。

Ｑ　休みの日は何をしていますか？

Ａ ．晴れた日に干した洗濯物が気持ち良くて、休みの日の天気が良

ければまとめて洗濯しています。

　　買い物も好きなので、家族とよく出かけます。

Ｑ　今後の目標は？

Ａ ．子どもたちと毎日たくさん遊んで、たくさん笑って過ごせるよ

うに仕事を頑張りたいです。

読者プレゼント

　 紫
し づ き

月 ちゃん（10 か月 )

（有明町）

　 貴
き ひ ろ

優 ちゃん（５歳 )

　　　珠
み あ

愛 ちゃん（３歳 )

（松山町）

　 奈
な な

々 ちゃん（１歳 )

（志布志町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　優しい兄としっかり者の妹。

　時にはケンカもするけれど、ハ

グして仲直り。

　お友達とたくさん遊んで、すく

すく大きくなあれ。

◆ ご家族からのメッセージ！

　みんなに笑顔を振りまく愛嬌

たっぷりの奈々。これから立った

り歩いたりおしゃべりしたり一歩

一歩成長していく姿を楽しみに見

守っていくからね。

　奈々が幸せな人生を送れるようお

お父さんもお母さんも応援します！

生まれてきてくれてありがとう。

◆ ご家族からのメッセージ！

　好奇心が旺盛で、色々な声色で

自我を表現できる様になり、毎日

幸せと感動をもらっています。

　家族の愛情をたくさん感じて、

これからも元気に成長してほしい

です。
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★アンケート★【４月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心
◆平成29年１月分の医療費の状況です。

医療費総額 ２８１，３５８，１６５円
１月末�国保加入者数 ９，２６４人
１人当たり医療費

（医療費総額／国保加入者数） ３０，３７１円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２５，７９５円
個人負担額 ４，５７６円

１人当たり医療費の前年同月比 1.2％増。この金額は、国民健康保険に加
入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支
払った医療費です。医療費総額の約 84.9％を市（国保）が負担しています。

市の人口
人口：３２，３４６人
男性：１５，３０５人
女性：１７，０４１人　

転入：５４人　��転出：７７人
出生：１４人　��死亡：４０人

世帯数：１５，７１２戸

（－４９人）
（－１６人）
（－３３人）

（ー３０世帯）

志布志港 平成 29 年２月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：44 隻（日本 0、外国 44）
②輸出：10 億 11 百万円
③輸入：89 億 81 百万円

ち
ょ
っ
と
寂
し
い

　

し
ぶ
し
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
で
「
志

布
志
で
一
番
速
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」

（
去
年
の
4
月
号
で
掲
載
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
）
が
60
代
３
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

で
も
、「
志
布
志
で
一
番
」
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
去
年

７
月
に
職
場
に
近
い
宮
崎
市
に
転

居
し
た
の
で
す
。
通
勤
時
間
が
短

く
な
っ
て
毎
日
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
タ
イ
ム
も
縮
ま

り
ま
し
た
。
速
く
な
っ
た
の
に
「
志

布
志
で
一
番
」
と
言
え
な
く
な
っ

た
の
は
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
で
す
。

（
元
志
布
志
で
一
番
速
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん�

61
歳�

男
）

　

▼

　

転
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
年

も
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
く
だ
さ

い
ま
し
て
、
ま
た
お
便
り
く
だ
さ
い

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
タ
イ
ム
を
縮

め
て
「
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
で
一
番

速
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
を
目
指
し

て
く
だ
さ
い
。
来
年
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

３
月
の
12
日
か
13
日
、
大
原
の
コ

ン
ビ
ニ
で
免
許
証
を
コ
ピ
ー
し
ま
し

た
。
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
い

た
の
に
し・

・

・

・

っ
か
り
取
り
忘
れ
、
２
～

３
日
後
に
気
付
き
ま
し
た
。
あ
わ
て

て
コ
ン
ビ
ニ
に
尋
ね
る
と
、
親
切
な

方
が
お
ら
れ
、
お
店
に
届
け
て
あ
り

ま
し
た
。

　

あ
り
が
た
く
て
、
う
れ
し
く
て
、

胸
を
撫
で
下
ろ
し
ま
し
た
。
お
名
前

も
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
紙
面
を
借
り

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
う
っ
か
り
お
ば
さ
ん�

70
歳�

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ピ
ー
を
取
る
と
き
に
よ
く
あ
り

ま
す
よ
ね
。
取
り
忘
れ
。
普
通
の
書

類
な
ら
ま
だ
い
い
で
す
が
、
免
許
証

だ
と
不
便
だ
し
、
悪
い
人
に
拾
わ
れ

た
ら
悪
用
さ
れ
か
ね
な
い
の
で
、
い

い
人
で
良
か
っ
た
で
す
ね
。

　

私
は
コ
ン
ビ
ニ
で
コ
ー
ヒ
ー
を

買
っ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
ず
に
外

に
出
た
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
す
。

※ 
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
た
だ
い
た
お
便
り
か

ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。

平成 29 年２月 28 日現在
（　）は前月比

若潮酒造㈱から焼酎セットを 5 名様にプレゼント！
当蔵はお客様に支えられてもうすぐ創業 50年目を迎えます。

志布志の豊かな自然の中、伝統を受け継ぎつつ常に新しいことにチャレンジしております。

今回、プレゼントさせていただきます「志布志セット」は第１弾が３年前に発売され、

大変好評を頂いております。第２弾の「プレミアムブルー」、４月発売第３弾の「プ

レミアムピンク」それぞれコンセプトが違い、個性あふれる焼酎です。ぜひお飲み比

べください。

プ
レ
ゼ
ン
ト

２
※ 33 ページの「お便り」ハガキを使って、ご応募ください。お待ちしています！

感電事故防止のお願い

　鯉のぼりの季節になりましたが、感電事故防止のため、電線付近での鯉のぼ

りの掲揚や魚釣りは絶対に行わないようお願いします。

　なお、万一鯉のぼりや釣り糸が電線にかかった場合は、自分で取ろうとせず、

九州電力にご連絡ください。

■問い合わせ先：九州電力㈱鹿屋営業所　℡：0120 － 986 － 806

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。
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市役所からの大事なお知らせ
① 散水器具の貸出しを始めました（農政畜産課  畑かん推進係）

② 児童扶養手当等の手当額が改定になりました（福祉課　児童福祉係・障害福祉係）

③ 平成 2 9 年工業統計調査を実施します（情報管理課　地域情報係）

④ 伐採届出制度について（耕地林務水産課　林務水産係）

④ 伐採届出制度について

■問い合わせ先：�本庁　耕地林務水産課　林務水産係　℡：474-1111（内線 423）
志布志支所　産業建設課　耕地林務係　℡：472-1111（内線 413）
松山支所　産業建設課　耕地林務係　℡：487-2111（内線 242）

　木を伐採する際には、伐採を始める 30 日前までに『伐採及び伐採後の造林の届出書』を市に
提出する必要がある場合があります。

③
平成 29 年工業統計調査を実施します

　工業統計調査はわが国の工業の実態を明らかにすることを目的と

した統計法に基づく報告義務がある重要な統計調査です。

　調査期日は、29年 6月 1日現在です。

　今回の調査から、インターネット回答が可能になり 24時間いつ

でも都合のよい時間に回答できます。

　皆さまの調査へのご協力をよろしくお願いいたします。

あなたも統計調査員になってみませんか？

　市では、国や県が実施する各種統計調査で、統計

調査員として活動していただける方を募集します。

ご自身で時間調整しながら様々な形態での活動が

可能です。皆さまの応募をお待ちしています。

◆�主な仕事内容：調査員説明会への出席、調査票

の配布・回収、調査書類の審査・提出など

※�年間を通じての従事ではなく、実施調査ごとの

従事となります。

◆�応募条件：市内在住の満 20歳以上の方で統計調

査に理解のある方。ただし、警察官、税務関係

職員、選挙関係者、暴力団（関係者）は除きます。

◆�報酬：統計調査終了後に、国が定める基準で支

払います。

◆�その他：調査期間中は非常勤の公務員となります。

■問い合わせ先：
　情報管理課��地域情報係　℡：474-1111（内線 322）

工業統計キャラクター

コウちゃん

①
散水器具の貸出しを始めました

■問い合わせ先：�●曽於南部土地改良区　管理課　℡：471-0171
　　　　　　　　●�農政畜産課　畑かん推進係　℡：474-1111　内線（431）

　曽於南部土地改良区では、平成 29 年
度４月から散水器具（ロールカー、レ
インガン、移動式スプリンクラー、噴
射ホース各 1式）の貸出しを始めました。

　申込みや貸出しの受付は、曽於南部土地改良

区で行っており、申請書は本庁農政畜産課にも

あります。

　散水器具は、平成 33年度まで無料で貸出し

を行います。

　貸出しを希望される方、その他詳しい内容を

知りたい方は、曽於南部土地改良区までお問い

合わせください。

ロールカー

移動式スプリンクラー

レインガン

噴射ホース

児童扶養手当等の手当額が改定になりました②

■問い合わせ先：福祉課　℡：474-1111　児童福祉係（内線 175）・障害者福祉係（160）

平成 28 年度 平成 29 年度 前年度比較

児童扶養手当（全部支給） 42,330 円 42,290 円 － 40 円

児童扶養手当（一部支給） 42,320 円～ 9,990 円 42,280 円～ 9,980 円 － 40 円～－ 10 円

特別児童扶養手当（１級） 51,500 円 51,450 円 － 50 円

特別児童扶養手当（２級） 34,300 円 34,270 円 － 30 円

障害児福祉手当 14,600 円 14,580 円 － 20 円

特別障害者手当 26,830 円 26,810 円 － 20 円

　平成 29 年４月からの児童扶養手当等の手当額（月額）が下記のとおり決定されましたのでお知
らせします。

※�今回の額改定は、平成 29年 1月 27日付け全国消費者物価指数実績値が公表され、対前年比が 0.1％引下
げとなったことに伴う額改定となります。

　届出の対象となっていれば、自分が所有する山林の木を自分で１本伐採する場合でも、届出が必要です。

　届出に必要な書類は以下のとおりです。

◆�伐採及び伐採後の造林の計画の届出書

◆伐採箇所の位置が分かる地図（地籍図等）

　また、志布志市では、森林の持っている機能をできる限り早く回

復させることや、林業を次世代へ受け継がせていく必要があること

から、伐採後にはスギやヒノキなどの苗木を植えることを推奨して

います。

　苗木を植える際には、経費の一部について助成を受けられる場合

がありますので、伐採を計画する際には、検討をお願いします。



39
市報しぶし 2017.4 
S h i b u s h i  C i t y  P R 38

2017.4 市報しぶし  
S h i b u s h i  C i t y  P R

い
。
ま
た
、
前
夜
は
5
時
間
以

上
睡
眠
を
取
り
、
体
調
に
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
４
月
29
日
（
土
）

　

9
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所
：
金
剛
寺
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課  

保
健
対
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
１
６
１
・
１
６
４
）

て
ん
と
う
む
し
収
穫
祭

　

志
布
志
市
循
環
型
農
業
推
進
協

議
会
で
は
、
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
体

験
や
地
元
農
産
物
の
直
売
会
を
行

い
ま
す
。

◆
日
時
：
６
月
４
日
（
日
）

●
午
前
の
部
：
10
時
～
12
時

●
午
後
の
部
：
13
時
～
15
時

◆
場
所
：
農
業
公
社
研
修
ハ
ウ
ス

◆�

内
容
：
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
、
地

元
農
産
物
の
直
売
、
お
茶
の
ふ

る
ま
い
、
ピ
ザ
作
り
体
験
（
体

験
料
５
０
０
円
）

◆�

送
迎
バ
ス
発
着
所
：
ア
ピ
ア
前

市
営
駐
車
場

※ 

ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
に
必
要
な
道

具
は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。
ピ
ザ
作
り
は
事
前
予
約
制

で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

左
記
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。

◆
申
込
期
間
：
４
月
18
日
～
５
月
14
日

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

農
政
畜
産
課  

生
産
流
通
係

　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
３
３
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
利
用
時
間
変
更

　

4
月
３
日
（
月
）
か
ら
「
志
布

志
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
志
布
志
支
所
２
階
）」
の
利
用
時

間
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。

◆�

利
用
日
：
月
曜
日
～
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

は
休
み
）

◆
利
用
時
間
：
９
時
30
分
～
17
時

　

ご
利
用
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
隅
（
大
隅
公
共
職
業
安
定
所
）

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金

　

①
は
鹿
児
島
県
内
の
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
②
～
④
の
産
業
に
該

当
す
る
場
合
は
、
各
産
業
別
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
屋
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
３
３
８
５

犬
・
猫
里
親
さ
が
し
の
会

　

里
親
を
さ
が
し
た
い
方
、
里
親

を
希
望
さ
れ
る
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
５
月
14
日
（
日
）　

　

11
時
～
15
時

◆�

場
所
：
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

か
ご
し
ま
志
布
志
店
駐
車
場

◆
里
親
に
な
る
た
め
の
条
件
：

● 

終
生
、
家
族
と
し
て
大
切
に
世

話
し
て
く
だ
さ
る
方
。

● 

里
親
が
決
ま
っ
た
ら
、
双
方
に

手
続
き
料
千
円
が
発
生
し
ま
す
。

● 

不
妊
・
去
勢
手
術
の
済
ん
で
い

な
い
子
の
里
親
さ
ん
に
は
、
犬

1
万
円
、
猫
5
千
円
の
預
か
り

金
を
い
た
だ
き
、
手
術
終
了
後

に
お
返
し
し
ま
す
。

● 

里
親
希
望
者
は
身
分
証
明
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

里
親
希
望
者
に
は
面
談
が
あ
り

ま
す
。

※ 

里
親
を
探
し
た
い
方
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

犬
猫
と
共
生
を
め
ざ
す
会
志
布
志

　

℡
：
０
８
０
‐
５
２
６
８
‐
３
２
０
３

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）
講
習

　

職
業
訓
練
に
お
い
て
訓
練
の
担

当
者
に
必
要
な
講
習
を
実
施
し
ま

す
。
講
習
終
了
後
、
県
知
事
に
申

請
す
る
こ
と
で
職
業
訓
練
指
導
員

免
許
を
取
得
で
き
ま
す
。

◆
期
日
：

　

 

7
月
25
日
（
火
）
～
27
日
（
木
）、

8
月
1
日
（
火
）
～
3
日
（
木
）

の
6
日
間
（
9
時
～
17
時
）

◆�

場
所
：
鹿
児
島
市
東
郡
元
町
14
‐
3

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島（
予
定
）

◆�

受
付
期
間
：
5
月
22
日
（
月
）

～
6
月
2
日
（
金
）
必
着

◆�

定
員
：
30
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

◆�

受
講
料
：
１
５
６
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
込
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

鹿
児
島
市
錦
江
町
９
‐
14

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
６
‐
３
２
４
０

志
布
志
の
廃
線
巡
り       

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

国
鉄
志
布
志
線
と
大
隅
線
の

歴
史
を
辿
り
ま
す
。

◆
日
時
：
５
月
14
日
（
日
）

● 

９
時
～
９
時
20
分
受
付
、
12

時
終
了
予
定
（
小
雨
決
行
）

◆
受
付
場
所
：
Ｊ
Ｒ
志
布
志
駅

◆�

参
加
料
：
無
料
（
飲
み
物
は

各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。）

◆�

参
加
資
格
：
健
康
な
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
定
員
：
40
名
（
先
着
）

◆�

申
込
み
期
間
：
４
月
20
日
（
木
）

～
４
月
28
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

生
涯
学
習
課 

指
定
文
化
財
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
３
）

全
国
戦
没
者
追
悼
式　
　
　
　

参
列
遺
族
の
募
集

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
参
列
さ

れ
る
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

◆
期
日
：
８
月
15
日
（
火
）

※ 

前
日
か
ら
の
団
体
行
動

◆�

場
所
：
日
本
武
道
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）

◆�

対
象
者
：

● 

戦
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等

内
の
遺
族

● 

一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
及

び
三
親
等
内
の
遺
族

※ 

次
世
代
へ
の
継
承
と
い
う
観
点

か
ら
18
歳
未
満
の
遺
族
に
つ
い

て
も
募
集
し
ま
す
。

◆�

申
込
期
間
：
５
月
１
日
（
月
）

か
ら
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

◆�

募
集
人
員
：
鹿
児
島
県
全
域
で

65
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
、

選
考
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
１
６
０
）

運
営
事
業
者
募
集

　

認
知
症
カ
フ
ェ
と
高
齢
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
本
庁
保
健
課
で
配
布

す
る
募
集
要
項
等
（
４
月
17
日
配

布
予
定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
認
知
症
カ
フ
ェ

● 
事
業
内
容
：
交
流
で
き
る
場
所

の
提
供
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
企

画
・
運
営

●
募
集
事
業
者
数
：
４
事
業
者
程
度

◆
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

● 

事
業
内
容
：
高
齢
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
運
動
・
栄
養
・
口
腔
機

能
向
上
に
資
す
る
事
業
）
の
企

画
・
運
営

●
募
集
事
業
者
数
：
５
事
業
者
程
度

◆
事
業
説
明
会

　

両
事
業
の
募
集
説
明
会
を
４
月

25
日
（
火
）
14
時
か
ら
有
明
地
区

公
民
館
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

◆�

募
集
期
間
：

　

４
月
26
日（
水
）～
5
月
17
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課
介
護
保
険
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
１
６
２
）

か
ら
い
も
交
流
・
夏　
　
　
　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

香
港
、
マ
カ
オ
、
台
湾
の
大
学

で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
大
学

生
を
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆�

受
入
期
間
：
7
月
9
日
（
日
）

～
23
日
（
日
）

◆
申
込
締
切
：
５
月
14
日
（
日
）

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流  

　

大
隅
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
【
長
岡
】

　

℡
：
０
９
０
‐
３
６
６
５
‐
３
６
７
７

「
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
」
職
業

訓
練
受
講
生
募
集

◆�

対
象
：
再
就
職
を
目
指
す
人

◆�

訓
練
期
間
：
５
月
30
日
（
火
）

～
８
月
29
日
（
火
）
の
月
～
金

曜
日
、
９
時
30
分
～
16
時
30
分

◆�

場
所
：
㈱
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス

　

志
布
志
町
志
布
志
3
‐
16
‐
8

◆�

受
付
期
限
：
5
月
10
日
（
水
）

◆�

定
員
：
24
名

◆�

受
講
料
：
無
料
（
た
だ
し
テ
キ

ス
ト
代
１
３
９
３
２
円
が
必
要
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

お
釈
迦
ま
つ
り
献
血
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
気
軽
に
参
加
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

当
日
は
食
事
を
し
っ
か
り
摂
り

ア
ル
コ
ー
ル
は
お
控
え
く
だ
さ

Information＆
Event

お知らせ
Shibushi

Information
見逃せない情報がいっぱい！

募

集

お
知
ら
せ

（（
（
・

区分 時間額 効力発生日

①　鹿児島県最低賃金
　　（地域別最低賃金） 715 円 平成 28 年 10 月 1日

②　電子部品・デバイス
　　電子回路・電気機械器具
　　情報通信機械器具製造業

745 円 平成 29 年 １ 月８日

③　自動車（新車）小売業 780 円 平成 28 年 10 月 1日

④　百貨店・総合スーパー 715 円 平成 28 年 12 月 21 日



志 布 志 市 就 職 合 同 説 明 会
＂
こころざし

志＂ あふれる志布志の企業と知り合える！

平成 29 年 ５月 13 日（土）10：30 ～ 15：00
（受付時間 10：15 ～ 15：00）

志布志市文化会館　２階　集会室

平成 29 年５月 1 3 日（土）　10：3 0 ～ 1 5：0 0
志布志市文化会館　２階　集会室　
・参加資格：市内全ての企業（業種問わず）
・参加料：無料　　
・申込締切：平成 29 年４月 2 8 日（金）　　
※ �先着 5 0 社になり次第、締め切らせて頂きます。

詳しくは、志布志市ＨＰをご覧ください。
　多数の企業の参加お待ちしております！

参 加 企 業

募 集 中 ! !
※事前の申込が必要です。

◆主催／志布志市　◆共催／鹿児島労働局・ハローワーク大隅

■問い合わせ先：
　志布志市役所�港湾商工課��企業立地推進係・商工振興係　℡�099-474-1111（内線 289・286）

志 布 志 市 就職合同説明会

参加料

無料です♡

先着50社

限 定 ! !

Let's work together with us!!

水 道 修 繕 当 番 店

※�水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな
いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場
合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた
水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。
※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

◆松山地区

４月 イケダ ℡�487-8771

５月 今井水道 ℡�487-8868

５月３日 大迫建設 ℡ 487-2058

５月４日 加世田建設 ℡ 487-2057

５月５日 佐藤建設 ℡ 487-2049

◆志布志地区

４月 11 日～４月 17 日 志布志水道 ℡ 472-3540

４月 18 日～４月 24 日 山本組 ℡ 472-1101

４月 25 日～５月１日 宮崎水道 ℡ 472-1081

５月２日 高吉組 ℡ 472-0721

５月３日 崎田建設 ℡ 473-0050

５月４日 志布志水道 ℡ 472-3540

５月５日 山本組 ℡ 472-1101

５月６日～５月８日 高吉組 ℡ 472-0721

５月９日～５月 15 日 崎田建設 ℡ 473-0050

５月 16 日～５月 22 日 志布志水道 ℡ 472-3540

◆有明地区（土・日曜日、祝日、夜間）

４月９日～４月 15 日 山中水道 ℡ 474-1440

４月 16 日～４月 22 日 池崎建設 ℡ 475-2068

４月 23 日～４月 29 日 郡山工業 ℡ 475-0008

４月 30 日～５月２日 西江建設 ℡ 474-2113

５月３日 池崎建設 ℡ 475-2068

５月４日 郡山工業 ℡ 475-0008

５月５日～５月６日 西江建設 ℡ 474-2113

５月７日～５月 13 日 山中水道 ℡ 474-1440

５月 14 日～５月 20 日 池崎建設 ℡ 475-2068

■問い合わせ先：水道課��工務係　℡：472-1111（内線 263）

参加対象：志布志市内に就職希望する人（中学 1年生以上��保護者同伴も可）

Ｕ・Ｉターン希望者も大歓迎！

前
夜
祭　

四
月
二
八
日
（
金
）

本　

祭　

四
月
二
九
日
（
祝
）

	
	

甘
茶
か
け　

踊
り
連　

竹
灯
篭

	
	

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬　

稚
児
行
列　

千
軒
ま
ち
大
市

お釈迦まつり会場周辺交通規制案内図

ＪＲ
志布志駅

宝満寺
ステージ

商店街ステージ
（平川内科前）

28 日 15 時～ 29 日 20 時 30 分

29 日９時～ 14 時

29 日６時 30 分～ 20 時 30 分

29 日９時～ 17 時 30 分

歩行者道路規制時刻

金
剛
寺
●

志布志
支所
●

国道 220 号線

県
道
志
布
志
・
福
山
線

アピア●

●志布志
　郵便局

●藤後
　病院

志
布
志
小

※イベント状況により規制時刻が変更になることがあります。通行の際は現地の警備員の指示に従ってください。

■問い合わせ先：お釈迦祭り実行委員会事務局（志布志市観光特産品協会）　℡ 099-472-8028

身障者専用

駐車場
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広
告

広
告

「市報しぶし」に 広告を載せませんか？

http://www.city.shibushi.lg.jp/docs/2013101000198/

詳しくはコチラ！ →

カンタン操作で

いつでもどこでも

市報しぶしが読める。

■マチイロに関する問い合わせ先：株式会社ホープ
　℡：092-716-1404

他にも便利な機能がたくさん！

まずは右の２次元バーコードか

らご確認ください。

広
告

広
告

広
告

　 交 通 事 故 発 生 状 況
　　平成 29年２月末現在累計　（Ｈ 29年１月～２月）

　　※【　】は昨年比

区　分 鹿児島県 志布志市
発生件数 1,026【－ 112】 16【 － ２ 】
死者数 　�15【�＋ 11】 ０【 － １ 】
傷者数 1,220【－ 134】 19【 ＋ １ 】

市営住宅空き家情報【松山地区】

●鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階建て集合住宅　（所得制限あり）４戸
　市営住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　13,300 円～

●鉄骨木造２階建て集合住宅　（所得制限なし）２戸
　市単住宅　単身向け　２ＤＫ　家賃　20.000 円

●コンクリートブロック造平屋長屋住宅　（所得制限あり）１戸
　市営住宅　世帯向け　３Ｋ　家賃　10,300 円～

●戸建て住宅　（所得制限あり）２戸
　特賃住宅　世帯向け　４ＤＫ　家賃　37,000 円

●戸建て住宅　（所得制限なし）１戸
　市単住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　28,000 円

※��申込みから入居まで 10 日から１か月を要することが
ありますので、早めにご相談下さい。
　�最新の空き情報や詳細については、市ホームページまた
は松山支所産業建設課管理係にお問い合わせください。

　■問い合わせ先：℡ 487-2111（内線 253）

FM 志布志からむかし話のＣＤをプレゼント！
FM 志布志では、県の地域貢献活動サポート事業の助

成を受けて「有明のむかし話」の朗読 CD と紙芝居を

制作しました。全編方言で朗読した、むかし話の CD

（3 枚セット）を 5 名の方にプレゼントします。方言

の味わいをお楽しみ下さい。

プ
レ
ゼ
ン
ト

３
※ 33 ページの「お便り」ハガキを使って、ご応募ください。お待ちしています！
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志布志市　暮らしのカレンダー

４月
12 日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00��健康ふれあいプラザ）

13 日 木

●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30�健康ふれあいプラザ）
●特設人権相談
　（10：00 ～ 15：00��有明地区公民館）

14 日 金

15 日 土

16日 日

17 日 月

18日 火

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00��老人福祉センター）

●法律相談�※１
　（13：00 ～ 15：00��志布志支所５Ｆ会議室）

19 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00��有明地区公民館）

20日 木

●行政相談
　（13：00 ～ 16：00�志布志支所５Ｆ会議室）
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00��伊﨑田地区公民館�）
※はぐくみスタッフが巡回します。
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00��市民センター）

21 日 金

22日 土

23日 日

24日 月

25日 火

26日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00��健康ふれあいプラザ）

27 日 木
●松山子育てサロンのびのび
　（10：00 ～ 11：30�やっちくふれあいセンター）

28日 金

●子育て講座
　（10：00～12：00��子育て支援センターはぐくみランド）
●お釈迦まつり前夜祭
　（18：00 ～��宝満寺公園）

29 日 土
●お釈迦まつり
　（10：30 ～��宝満寺公園他各イベント会場）

30日 日

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は25ページをご覧ください】

５月
1 日 月

２日 火

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00��老人福祉センター）

●法律相談�※２
　（13：00 ～ 15：00��本庁３Ｆ会議室）

３日 水

４日 木

５日 金

６日 土

７日 日

８日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00��市民センター）

９日 火

10日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00��健康ふれあいプラザ）

11 日 木

●子育て講座
　（10：00～12：00��子育て支援センターはぐくみランド）
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30�健康ふれあいプラザ）

12 日 金

13 日 土

14日 日

15 日 月

16日 火
●法律相談�※１
　（13：00 ～ 15：00��志布志支所５Ｆ会議室）

17 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00��新橋地区公民館）

４月・５月の行事予定

�●げんき市【丼や和華のとなり】

　��毎週木・金曜日（８時 30 分～15 時）

�●戌の市【宝満寺公園】

　４月 17 日、4月 29 日
　５月 11 日、５月 23 日

�●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】

　・火曜日（そば）
　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）
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集
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桜
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頃
、
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校
や
職
場
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わ
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タ
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。
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か
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通
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桜
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真
が

４
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。
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桜
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の
か
も
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ま
せ
ん
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▼
新
年
度
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う

こ
と
で
、
市
報
し
ぶ
し
も
ち
ょ
っ
と
だ
け

変
わ
り
、
編
集
・
発
行
が
総
務
課
秘
書
広

報
係
か
ら
企
画
政
策
課
広
報
係
に
な
り
ま

し
た
。
▼
広
報
係
で
は
、
こ
れ
ま
で
別
々

に
行
っ
て
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

の
作
成
等
を
行
い
、
よ
り
伝
わ
り
や
す
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情
報
発
信
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目
指
し
ま
す
。
▼
表
紙
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
市
報
し
ぶ
し
を
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
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。
つ
い
で

に
、
広
報
係
に
異
動
に
な
っ
た
私
も
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
持
留
）

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。
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